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添
土
数
は
閥
際
性
を
持
っ
か

戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

.

や
ア
メ
リ
カ
守
備
教
が
比
心
さ
れ
、
火
山
川
に
多
く
の
同
感
ポ
や
研
究
お
が
増
し
て
い
る
と
と
は

祝
日
ば
し
い
。
し
か
し
欧
米
の
帥
般
に
到
す
る
人
対
や
好
剥
心
は
、
主
に
似
始
帥
殺
の
戦
瑚
や
締
に
到
し
て
で
あ
タ
て
、

呼
土
教
に
針
し
て
で
は
怠
い
よ
う
で
あ
る
。
原
始
仰
教
の
合
理
主
義
的
傾
向
や
柿
の
災
恕
的
特
色
が
欧
米
の
文
化
の
性

同
怖
と
相
通
や
る
と
と
ろ
が
あ
っ
て
.
そ
れ
が
欧
米
人
を
し
て
悌
教
に
凶
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
と
は

開
解
す
る
に
難
く
な
い
が
、
汗
七
設
は
そ
う
い
う
阿
際
牲
を
持
た
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

わ
が
閣
に
出
生
し
た
日
本
坪
土
教
は
全
く
満
自
の
性
絡
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
原
始
働
教
や
南
方
悌
教
と
は
全
く

う

は
そ
く

巡
っ
た
侵
略
取
帥
敦

‘

日
徒
帥
款
で
あ
っ
て‘
川
家
仰
較
守
は
友
い。
近
頃
.
米
市
ア
ジ
ア
の
帥
教
徒
と
の
交
沙
や
交

獄
が
成
叫
ん
に
な
る
に
従
っ
て
、
似
始
仰
殺
の
瓜
絡
を
此
も
よ
く
仰
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
市
方
的
教
の
県
知
的
、
戒
律

主
義
的
念
特
色
と
比
較
さ
れ
て

.

れ
常
の
生
古
川
消
費
の
生
活
一
つ
に
融
け
あ
って
い
る

浮
土
教
の
枚
家
悌
教
的
性
絡
が

反
符
さ
れ
て
い
る
が
、

と
の
日
常
生
前
に
融
け
込
ん
守
、
賢
般
大
殺
を
μ
仰
的
に
生
か
す
と
と
ろ
に
、
浮
土
教
の
本
来

性
が
あ
る
。
浮
き
世
融
れ
た
{
締
か
な
る
荘
び」
ば
か
り
が
的
教
で
は
な
い
。
あ
わ
た
だ
し
く
動
き
悩
む
現
世
を
慰
め

結
く
れ
川
仰
を
奥
え
る
と
と
が
と
れ
か
ら
の
悌
教
で
あ
る
。

と
う
い
う
特
色
は
、
印
此
に
込
市
方
に
も
中
間
に
も
か
つ
て
な
か
っ
た
と
と
で
.
も
し
欧
米
人
が
と
の
n

・4
呼
土
政

の
特
色
を
瑚
解
し
た
な
ら
ば
、
多
く
の
共
感

、

闘
心
を
寄
せ
る
万あ
ろ
う
。

破
後
‘
と
れ
を
瑚
解
さ
せ
る
努
力
は
全
く

行
わ
れ
て
い
た
か
っ
た
が
、
差
し
首p
、
法
然
上
人
七
百
五
十
年
御
忌
の
記
念
事
業
の
目
掠
の
一
つ
は
と
と
に
位
か
れ

る
べ
き
マ
あ
る
ハ
佐
疎
慢
似
)
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一一…ー

十

夜

の

話

お

一・…一一一九 一‘'ー一、、一…み
の
り
の
秋
の
十
月
は
、
抑
制
川
を
わ
た
る
令
瓜
の

、

肌
ざ
わ
り
も

さ
わ
や
か
に
、
夜
ご
と
f
k

に
、
鳴
く
虫
も
し
げ
く
な
り
、
時
に
は

法
さ
を
制
比
え
るとと

も
あ
っ
た
り
し
て
、

そ
ピ
ろ
に
身
の
引
き
し
ま

る
感
じ
に
も
弘
り
ま
す。

と
の
M

に
た
る
と
、
停
止
京
の
品
山
中
々
守

は
、

似
年
の
行
事
と
し
て
「
お
十
夜
」
の
法

.

裂
が
っ
と
ま
り
ま
す
。

と
れ
は
ま
た
「ト
夜
念
仙
」
と
か
、

「十
夜
間
」
な
ど
と
も
背
わ

れ
ま
す
が
、

委
し
く
い
ろ

と
「
十
日
十
夜
法
要
」
で
、
A
m
日
は
十
日
に

わ
た
っ
て
勤
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

今
は
三
日
間

、

ま
た
は
一
口

な
ど

と
な

っ
て
お
り

ま
す
。

そ

の
H

・取
り
も

.

AY
は
た
寺
に
よ
っ
て

一
定
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
も
と
は
祁
川
崎
の
十
沢
口
、
つ
ま
り
満
月

• 

抱 一一一一…-.-_.・..…一一一一

大

野

法

道

の
れ
に
総
る
よ
う
に
つ
と

め
会
し
た
。
そ
れ
と

い
ろ

の
は

、

と

の
訟

要
の
と
L

ろ
は
、
阿
揃
陀
偽
の
大
義
北め
を
.
ま
ど
か
なH
け
の
尤
り
と

受
け
取
っ
て
、
感
謝
を
さ
』
げ
る
と
と
だ
から
マ
あ
り
ま
す
。

八
月
十
究
夜
の
恥
掛
け
け
比
は
言
う
ま
で
も
な
く

、

九
月
十
三
夜
に
も

月
を
め
で
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
次
官
己
の
、
漸
く
秋
の
深
ま
つ

た
ト
H
け
の
H
月
に
、
い仰
の
心
を
か
き
立
て
た
、
す
の
人

の
澗
怖
を
比

の
が
す
と
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ー
で
と
で
お
十
夜
は
秋
の
胤
怖
の
、
ゆ

た
か
な
行
事
と

し
て
脱
ま
り
、

多
く
の
俳
人
の
、
十
夜
の
h
wな
ど
も

作
ら

れ
た
り

し
て
、
進
に
俳
ポ
成
時
記
に

.

そ
の
項
目
が
崎
せ
ら
れ

る
と
と
ろ
ま
で
、

進
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
すc



• 
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会
卜
夜
の
と
と
が
経
文
に
川
る
の
は
、
加
問
…
食
品
経
に
、

と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
光
明
寺は
勅
刷
所
に
桁
広
さ
れ
て

と

れ
を
つ
と
め
る
お
詳
し
を
仰
た
の
で、

そ
れ
か
ら
と
の
宗
の
行
事

と

し
て
、
ル
K

に
臨
ま
っ
た
り
で
あ
り
を
す
。

今
も
大
本
山
光
明
ム
サ
の
お
ト
殺
は
術
政
引
で
あ
り

A
Zす
。
そ
れ
と
い

ろ
の
ほ
、

前
記
の
一
鮪
川
以
上
人
の
時
の
行
慌
を
、
く
や
さ
や
に
体
え
て

糾
り
、
さ
び
の
あ
る
古
式
を
比
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
と
の
・
寺
の
弘
樹

ト
夜
は
十
M

十
二
け
の
初
夜
に
始
ま
っ
て
‘
十
瓦
日
の
品
輸
に
総
り

と

の
接
接

品
机
郎
仲
で
ト
日
ト
夜
の
問
、
み
を
す
る
の
は
、
帥
の
世
界
で
千
年
す
る

よ
り
す
ぐ
れ
る
。

と
の
慨
は
忠
が
多
く
、

な
ぜ
と
い
う
に
、

川
泌
を也

け
て
丹
を
す
ろ
に
は
持
労
が
必
る
。

仰
の
除
制
作
では
仰
の
汗
も
な
く

山
品川がで
き
る
か
ら
と
就
か
れ
ま
す
。
を
た
舷
AH
持
陀
羅
尼
絞
に
は
、

十
日
十
校
に
心
を
と
め
て
念
僻
し
て
、
阿
繭
陀
怖
を
拝
む
と
と
が
で

き
る
。

な
ど
と
説
か
れ
ま
す
。

お
ト
夜
を
つ
と

め
る
と
と
は

、

ま
す
が
、

n

本
に
始
ま
っ
た
の
な
.
印
度
に

ト

一
七日
と

ト
同
日
の
初
夜
と
n

小
法
必
は
、

も

中
闘
に
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

I

l

、
t
、
J
h
h
v
、

バ
ν
J
hJ
/
E
4
μ
w

斜
講

川
何
蛸
陀
組
、

作
品
川
作
法
の
行
道
が
あ
り、

そ
れ
も

.
必
利
時
代
の
・
主
少
年
川
〈
一
間
二
九
.
六
代
詩
殺
の
時
」

に
、
伊
勢
作
寸
貞
聞
と
い
う
人
が
、
京
都
の
県
知
慢
に
お

と
も
り

し
て

(
作
か
ら
打
ち
ト
々
を
仰
え
る
か
刊
家
の

人
U
が
打
ち
鳴
ら
す
、

大
.
出
版
、

大
-
X識
の
ひ
ピ
き
は
‘
出
帆
い
境
内
に
と
だ
ま
し
て
、他
に
比
ら

れ
た

本
心
に
念
帥
し
、

い
日公
快
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

馳
後
は
ト
三
日
に
、
央
臨
の
災
一
酬
を
念
や
る
泊
悼
法
袋
を
加
え

、

き

た

一
般
の
組
先
の
た
め
の
地
般
的
泌
を
修
行
し
ま
す
が
、
と
の
お
卜

夜
の
期
川
中
は
、
さ
し
も
に
大
き
い
本
企
も
参
請
や
お
とも
り
の
人

述
、
ま
た
式
相
詠
歌
命
け
の
人
々
で
一
一
ば
い
で
あ
り

、

記
主
締
仰
の
品
川
口
句

像
を
ま
つ
る
附
山
常
も
、

h
h帯
納
の
ど
詠
歌
や
舞
踊
で
版
ろ
の
で
あ
り

銀
内9
を
感
じ
た
と
と
に
始
ま
o

、
そ
の
や
で
勾
年

と

れ
を
つ
と

め
、
特
に
比
叡
山
に
仰
わ
る
引
品
川
念
怖
の
作
訟
を
川い

る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

浄
土
宗
で
、
之
を
会
闘
に
あ
ま
ね
く
、

つ
と
め
る
よ

う
に
な
っ
た

事
の
起
り
は
、
鎌
か
の
光
明
寺
ハ
滞土
〈一川
第
三
和
記
主
柿
仰
の
ど
遺

跡
)
で
、
勅
許
に
よ
っ
て
勤
め
た
の
が
始
め
で
あ
り
ま
す
。
光
明
土
中

の
第
八
代
に
税
制
い
耐
川
以
上
人

と

小
す
、
尚
徳
の
お
ト
が々
あ
り
唆
し
た

脅
す
。

• I "J が
天
,:Ç.'; 1I月
の随:
勅問
を 4ド
よ且. ，.旬、

け 一
、 四

JI. 
1i 

へ
ん
本
山
光
明
寺
法
主
J

F
H
X
m
w
m

北
大

E
k
m
数
授
、

足
利
ト
一
代
詩
泣
の
時
)
に
‘
筏
k

山
内
中
で
真
如
常
一
の
法
式
に
よ
っ
て

、

之
を
つ
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夜

の

解

法

十

要

浄
土
去
に
於
て
政
の
行
都
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
弁
学
比

十
夜
法
要
が
鍛
修
さ
れ
る
。
h
a十
夜
と
い
は
れ
て
い
る
が
共
に
は
十

日
十
夜
と
い
う
立
で
あ
る
。
と
の
法
.
裂
は
阿
騎
陀
偽
の
一
切
衆
生救

桝
の
大
慈
悲
御
誓
制
の
完
成

、

郎
ち
成
等
.
比
先
遊
ば
さ
れ
た
の
を
記

念
し
又
そ
の
腕
大
念
日
総
忠
に
酬
い
似
る
大
法
要
で
あ
る
。

ぬ
げ
土
宗
の
ト
夜
訟
.
巾
官
級
・

4
諮
均
た
る
、
錨
合
大
本
山
定
明
や
は
、

九
代
m
m作
耐山以
上
人
劫
持
に
よ
P

例
め
ら
れ
、
卜
H

六
n

よ
り
十
五

日

に
至
る
十
日

十
夜
の
法
益
が
俄
さ
れ
て
い
た
が
、

時
代
の
嬰
・
必に

よ
り
て
か
今
日
で
は
十
月
十
二
日
初
夜
よ
り
十
五
日
円
以
朝
ま
で
修
行

せ
ら
れ
、
特
に
+
三
四
日
の
刷
日
の
n
-
m
a法
.
姿
は
古
式
に
よ
って
行

は
れ
て
い
る
。

宗
門
b
作
品
叩
に
て
は
日
時
を
記
め
て
一
n

一
夜
、
或
は
=一n
一
-
一
夜
乃

説• 

. 
士
口

71< 

大

信

苓
一
教
付
椴
夜
の
法
裂
が
舟
ま
れて
い
ろ
の
で
あ
る
。

と
の
十
円
十
夜
の
起
阪
は
人
長
百
一
代
.
後
花
同
ズ
白
羽
・
山

A卒
年
中

ハ
五
百
二
十
年
前
)
足
利
執
柏
市γ点
経
の
弟
点
闘
が
帥
遣
を
求
め
一
市

士
の
法
門
を
日
じ
、
京
都
京
山
民
知
情
(
挺

.
K極
柴
点
中
〉
に
今
節
せ

ら
れ
た
。・本
伶
.
向
捕陀
仰
は
必
先
太
郎
が
遊
吟
さ
れ
た
も
の
守
拘
に

股
肱
あ
り
と
い
は
れ
て
い
た
。

点
問
が
一
一
一
日
=
一
夜
の
附
念
仰
の
修
行
を
さ
れ
た
と
と
ろ
、
如
来
よ

り
得
い
瑞
夢
を
感
得
し
た
、
法
悦
に
う
た
れ
非
常
に
感
的
し、
克
之

七
日
七
夜
の
問
念
怖
を
修
せ
ら
れ
た
、
前
後
十
日
十
夜
の
別
時
怠
偽

Aれ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

前
派
叡
山
の
常
行
常
に
行
は
れ
て
い
た
、

引
持
蛸
陀
純
、
引
先
念

帥
を
真
如
め
れ
に
越
し
十
月
六n
よ
り
ト
冗
日
宅
い
る
ま
で
卜n
ト
従
の
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. 

法
裂
が
修
せ
ら
れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

十
u

ト
夜
の
と
と
柄
が
無
批
締
結
下
容
に
川
て
い
て
、
そ
の
民
話

は
命
く
も
A
H設
符
介
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

ζ
ζ
 

『
此
に
於
て
誰
川
を
修
す
る
と
と
十
日
十
夜
す
れ
ば
他
方
持
仰
の
悶

土
に
於
て
説
け
も
包
す
る
と
と
千
蔵
す
る
に
勝
れ
た
り
、
所
以
は
何
ん
他

方
の
働
問
は
舟
を
な
す
米
は
庄
中
〈
恕
を
な
す
ポ
は
少
し
、
制
佑n
M
m

t
・
句
る

に
し
て
辺
嘉
な
き
の
地
た
り
喰
此
の
間
の
み
忍
多
く
し
て
向
撚
た
る

と
と
有
る
と
と
も
仏
し
』

と
の
慨
に
で
の
十
日
卜
伎
の
舟
艇
は
悌
七
の
千
年
の
み
般
に
勝
る

と
説
か
れ
る
位
、
却
必
の
環
境
問
悩
共
起
の
安
で
あ
る
現
作
の
命
的

相
で
あ
る
c

と
L

に
阿
絹
陀
仰
の
報
身
報
土
へ
の
救
い、

大
み
艇
で

あ
る
念
仰
に
よ
っ
て
民
に
共
に
生
き
る
十
円
十
夜
の
行
事
は
他
方
仰

土
に
於
て
の
千
年
に
勝
る
は
品
川
撚
の
と
と
で
あ
る
。
帥
ち
何
蛸
陀
怖

の
大
賄
業
力
に
上
る
と
と
で
あ
る。

十
夜
法
裂
が
報
思
惑
謝
の
誠
を

捧
げ
る
と
向
時
に
、
n

常
生
析
が
念
働
生
活
、
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。

前
〉
浮
土
門
の
族
・
匠
鎌
合
光
明
九
代
髄
町
村
祐
崇
上
人
を
宮
中
に
有
さ

れ
、
一
七七
日
の
間
阿
鮒
陀
純
の
講
説
&
注
さ
れ
た
。
似
感
斜
な
ら
や

し
て
世
に
民
正
樹
集
令
の
例
時
の
行
法
、
引
見
蝋
陀
純
引mM念
仰
の
・

法
裂
を
符
小
に
催
さ
れ
般
啓
上
人
そ
の
附
抑
制
仰
と
せ
ら
れ
真
如
堂
の
大

殺
を
以
て
儀
式
を
行
は
せ
ら
れ
た
。
出
八
虫
は
上
人
の
榔
設
と
批
般
な

行
般
に
御
山
由
松
お
く
、
上
人
に
到
し
希
虫
を
消
え
と
の
御
伺
が
あ
っ

た
の
で
、
十
月
十
夜
の
法
.
袋
を
所
望
さ
れ
た

。

天
皐
速
に
勅
許
せ
ら

れ
虫
ね
て
紫
衣
並
に
阿
揃
陀
絞
を
賜
は
る
。

と
れ
に
よ
っ
て
光
明
寺

に
砂
し
判
例
の
ト

佼
法
.
必
と
な
る
の
み
?
なく
後
一
お
の
法
制
定
と
な

っ
た
の
守
あ
る。

引
m
M繭
陀
経
は
仁
明
天
皇
承
和
五
年

ヘ千
百
十

五
午
前
U
義
党
大

仰
附
仁
が
軌
を
半
じ
て
入
府
し
.
r
HムH
山
、
北
A
Hの
件
通
院
に
て
ルr
.

身
の
文
珠
に
過
う
て
純
鍛
快ω
仲
の
八
功
徳
他
の
日
前
の
汗
に
品
聞
を
と

り
、
問
揃
陀
終
に
諮
品
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
怖
を
も
て
そ
の
説
諭
の

法
を
侍
へ
ら
れ
た
も
のh
ょ
う
で
あ
る
。

そ
の
怖
は
品
部4
A前
或
は
尺

八
と
式
、
つ
も
足
に
角
的
が
川
い
ら
れ
た
と
とh
思
う
。

引
持
念
仰
は
州
を
附
し
て
阿
鋪
陀
仰
の
名
批
を
稿
扮
し
た
も
の
で

慈
党
大
師
が
阿
踊
陀
経
と
向
じ
く
五
台
山
に
て
法
道
和
向
よ
り
侍
授

し
た
も
の
明
、
あ
ろ。

と
の
引
持
を
慈
党
大
仰
仁
お
元
年
〈
千
}
九
百
年
前
〉
始
め
て
叡
山

に
行
じ
弟
子
に
体
授
し
た
。
後
大
原
勝
林
段、

京
都
民
如
堂
等
諸
所

の
常
行
常
に
て
修
せ
ら
れ
た。

踊
陀
結
、
念
怖
等
級
鰻
な
助
訓
の
松
子
を

仰
木
阿
蝋
陀
経
に
『
笠
夜
十
円
断
絶
せ
ざ
る
者
は
お
経
と
印
ち
阿

嬬
陀
働
問
に
往
生
す
』
村
人
跡
汗m
M陀
議
尼
経
に
『
悲
し
彼
の
仰
の
各

披
を
受
持
す
る
あ
り
と
乃
五
十
日
十
夜
散
風
を
除
併
し
精
勤
に
念
悌

一
-一昧
を
修
M
Hす
』
等
の
十
円
ト
夜
の
新
が
川
て
い
る
。

前
に
述
べ
た
泊
り
浮
土
去
に
十
夜
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
の
は
勅
許

に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
息
百
二
代
後
士
御
門
天
皇
念
仰
門
に

入
り
給
い
叡
れ
い
深
く
あ
ら
せ
ら
れ
た
明
臨
四
年
の
都
〈
五
百
六
十
年
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一、
引
持
揃
陀
結
〔
一
節
に
拐を
川
う
〉

一、

迦
向
文

一、

法
政
閃
鞠
述
の
偽
(
符
山
知
行
道
に
た
る
U

一
、
引
泊
四
念
仰〈
行
道
中

.

w版
大
政
V

一、

六
千
河川
念
帥
(本
版
大
雄
双
披
鈴
)
行
道
的
和
り
行
出
す

て
授
刷
出
十
怠

一、

三
組

以
上
の
設
定
に
て
A，
円
厳
修
さ
れて
い
る
。

勿
論
ベ
ム
川
の
例
時
の行

法
沼
山
北
よ
り
抜
粋
し
た
も

の
ぜ
あ
る
。
ハ
一
一.
浦
市
兵
防
院
住
職
U

地
和
主
集
百行
放
の
小
(
綿
教
の
歌
〉

島民
ヨ
モ
止

司
中
止
柚
や
南
側
…
阿
繭
陀
仰
の
と
え

引
け
ば

同
に
い
ざ
な
ふ
秋
の
夜
の
け
』

王
諜
銀

常
行
立
の
引
必
念
仰
を
腿
附
し
て
〈忠
搬
の
歌
)

『筏
も
す
が
ら
阿
に
心
の
引
く
と
ゑ
に

か
よ
ふ
胤
の
汗
ぞ
身
に
し
む
』

と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
脱
税
耐
山
川
上人
に
よ
り
光
明
寺
に
伴
え
ら

れ
た
る
引

持
鋪
陀
純
念
仰
の
十
夜
法.

必
も
、
二
百
桁
飴
年
後
に
な
る
と
多
少
哀

制
の
紋
況
で
あ
っ
た
刷
、
中

抑
門
.
大
息
平
保十
一
年
(
二
百
一
一
一
卜
年

前
〉
常
時
の
川
品
常
師
寺
の
誌
伽
開
放
徹

ト
一人
が
光
明
寺
に
榔
陀
せ
ら

れ
て
、
五
十
七
代
を
鍛
ぎ
、
ト

夜
夜
興
の
誤
認
を
問
か
れ
た
の
で
あ

る
。

.

観
撤
上
人
は
苧
保
十
年
に
三
人
の
弟
子
、

義
和
掠
泣
順
徹
左
京
都

に
使
し
て
引
時
を
体
制
口
研究
せ
し
め
て
一
本
を
時
お
し
版に
し
件
及

さ
せ
ら

れ
た
の
で
、

以
来
A，
n

に
五
る
ま
で
料
に
彼
し

卜
技
法

.

袋
の

古
式
が
作
制
し
て
い
る
の
で
あ
る。

十
夜
法
要
の
設
定
〈
日
中
法
必
十川
b
A
の
も
の
U

て
三
穂

て
四
辛
硝
〈
例都
削
登
庁
川底し
洞
水
ず
る
稚
記
ト

師
供
在

、

献
菜
、

汗
終
す
る
〉

一、
巾
念
帥

宗
祖
法
然
上
人
七
百
主
十
年
御
忌
記
念
出
版

一得
土
宗
日
常
勤
行
式
(付
和
讃
勤
行
式)

一

一
部
金
三
+
五
四

十
郎
以
上
一
七ト
二
川
、
百
部
以
上
三
十
川

送
料
世
代

O
一
南
部
限
定
問
版

、

柏
原
約者
多
数
に
つ
き
御
・
中込
は
お
平

く

願
い
ま
す

0
・X
フ
セ
ッ

ト
印
刷
、

美
盟
折
・
本(作
搾
党
成
師
。
引
喰〉

事
-

M
小
都
地阪
芝
公
同
十
九
放
地

浮
土
宗
務
所
教
務
'部
へ

。
定
慣

沿
山
・
込は
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事

と
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業

老
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j

i

 

(
一
)

多
何
十
愛d
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

「浄
土
」
誌
に

.

長
老
事
業
と
念

帥
わ
い
仰
と
の
胤
係
に
必
い
て
述
べ
る
機
合
を
民
え
ら
れ
ま
し
た
と
と

を
有
難
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

始
め
に
日
本
令
岡
の
長
老
地
放
の
獅
飢
を
山
中
越
べ
ま
し
て
、
本
九
州

…~
入
り

.

班
点
茶
老
院
と

念
仙
即
日
仰
の
郡
白
そ
の
を
を
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

持
土
山一ポ
の
念
働
信
仰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
砿
は
楼
台
北
の
る
ど
とに

宗
門
の
路
大
徳
諸
先
制
品
の
御
な
比
を
掠
ね
つ
つ
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
大
い
川
に
於
て
、大
地
な
し
と
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
弘
日
川
の
崎

弁
を
ま
ね
か
れ
ま

せ
ん
か
ら

、
諸
市広
ル
ー
から
や
川
院
御
行
成
の
た
めの

御
叱
.
止
を
賜
るよ
う
懇
願
小
上
る
次
第
で
す
。

(ニ
)

n
b
小
企
岡
の
長
老
地
説
敢に
総
て
、
m
w前
と
弛
後
と

の
比
較
を
御

保

回l

信
仰--

-
E
E
・I
 

・
-
a

'
'

話~t

法

胞
に
入
れ
ま
す
。

人h
阿
茶
老
革
本
協
合
の
昭
和
卜
一
年
度
訓
伐
に
依
り
を
す

と
、

常

時
全
附
で
百
ト

一
地
政
あ
り
ま
し
た
、
そ
の
う
ち
公
立
が
二
十

一地

設
、
弘
立
が
九
十
地
設
あ
0

ま
す
、
公
立
の
四
係
強
を
孤
立
が
山
め

て
い
ま
し
た
。

帥
教
側
係
の
指
名
地
立は
瓦
ト
九
地
設
で
ゐ
り
ま
し
た。

昭
和
十
九
年
度
訓
特
に
よ
る

と
.

ト
年
間
に
十

六
地
設
を
榊
加
し

て
い
ま

す
。

戦
後
十
年
、
昭
和
三
十
年
度
厚
生
行
調
布
に
よ
り

ま
す
と

、

養
老

地
設
は
み
」
同
で
間
百六
ト
崎
設
を
桝
飢
え
、
公
立は
三
百
六
卜
問
、
広

誌
は
九
十
六
で
あ
り
ま
す
。

公
立
と
弘
立
と
の
訓
A
Hは
.
公
立
が
w私
立
の
一一
一倍
強
の
制
A
Hを
示

め
し
て
い
ま
す
の
で

‘

職
前
と
戦
後
と
を
比
較
し
ま
す
と
、
公
判
執
の

地
設
の
湖A
げ
は
略
ぽ
逆
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
十
年
で
、
公
立
は
‘
戦
前
ニ
ト
一
地
立
が
一
一
.百六
卜
凹
織
設

と

た
0
ま
し
た
か
ら
、
一
二
百
四
十
三
地
設
が
弛
後
に
榊
放
さ
れ
た
と

i
;
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と
と
な
り
ま
す
。

帥
鞍
閥
係
機
設
は
戦
後
二十
九
続
投
あ
り
ま
す
。
職
前
の
仰
敬
山間

係
は
冗
十
九
、
利
後
は
ニ
ト
九
件
、
あ
り
ま
ず
から
、

一
二
十
施
設
が
消

失
し
て
い
る
、
共
即
附
は
‘
純
災
に
依
る
も
の
、

時
後
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
経
営
不
援
に
よ
る
も
の
、
公
立
又
組
合
立
等
に
持
九
労
し
た
も
の

等
。
何
々
の
似
附
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
品
川
院
は
ニ
ト
年
間H月
十
一
一
-口の
職
災

に
逝
過
し
て
‘
所
有
建
物
物
資
等金
銭
し
ま

し
た
が
、
格
上
ヰ
ザの
御

好
な
に
よ
り
、
一
時
立
退
い
て
義
老
事業
を
稽
紛
い
た
し
、
占
ハ
ケ
げ

聞
の
御
厄
介
を
御
掛
け
し
て
能
職
後
十
川
に
、
他
訓
の
越
地
二
千
飴

坪
に
移
特
し
.
政
興
し
て
今
日
に
・
釧
り
ま
し
た
、
常
院
は

n

本
に
於

け
る
働
教
養
老
事
業
を
五
十
四
年
間
守
り
過
し
て
今
り
ま
し
た
‘
京

点
都
民
生
日
川
に
舵
附
し
た
る
昭
和三
十
年
度
品
川
院
総括
入
退
人
μ
ぷ

。

に
よ
れ
ば
、
常
院
が
五
十
三
年
間
に
牧
森
し
た
る
老
人
起
人
員
は
武

百
四
扮
蟹
高
五
千
参
苔
拾
五
O
引
に
上
っ
て
お
り
ま
す
。

向
川
肌
判
前
昭
和
十
一
年
に
於
け
る
令
開
設
老
施
設
牧
本
老
人
数
は
金

問
で
問
千
六
百
八
十
七
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、
職
後
、
昭
和
三
十
年

に
は
、
二
高
五
千
百
六
ト
七
人
で
わ
り
ま
す
、
厚
生
行
の
褒
去
に
よ

れ
ば
、
A7
す
ぐ
に
線
設
に
入
り
た
い
老
人
数
は
、
世
に
拾
貨
高
八
千

参
百
問
必
四
人
と
以
比
さ
れ
て
い
ま
す
。

説
法
弔
ニ
ト
五
傾
の
尚
氏
の
生
日
前
保
持
の
熊
川
か
ら
み
て
、
政
府

は

一
段
と
‘
長
老
施
設
場
設
の
岱
めに
明H・H
-を
い
庇
ぐ
義
務を
姉
感
し

な
く

て
は
な
ら
た
い
で
し
ょ
う
。

. 

‘ 

f司、

一ー-'--" 

さ
て
、
後
闘
の
長
老
地
設
に
山
聞
し
て
は
、
以
上
の
何
度
に
止
め
‘

と
れ
か
ら
、
院
内
に
於
け
る
‘
へ
必
帥
一
日

仰
問
題
L
限
川
し
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

首
院
明
、
は
、
「
人
た
る
お
は
「
俳
」
と
な
る
と
と
を
以
て
珂
恕
と

止

す
る
と
と
」
ぷ
び
「
何
人
も
.

持
伸
と
作
る
ベ
し
」
と
の
灯
念
の下

に
、
養
老
事
業を
経
持
し
て
民
り
ま
す
。

依
て
、
弘
は
小
久
人
知
己
の
御
前
部
に
よ
り
、
浄
土
宗
管
長
故
郁
芳
随

川
大
助
川
・
K
貌
ド
の
弟
子
と
な
り
、
何
度
を
な
し
、
加
行
し
て
、
浄
土

去
の
併
例
と
な
り
ま
し
た
。

終
戦
後
.
昭
和
二
十
年十
H

に
廷
老
事
業
地
を
榊
奈
川
防
相
肱
河
内
市

鵠
耐
と
窓
口
ぷ
し

.

そ
の
か
な
め
と
も
い
う
べ
き
土
地
に
、
新
に
品
目
寸
を

開
設
い
た
し
時
仇
し
た
。
後日
浄
土
宗
か
ら
「
法
制
・
や」
と
い
う
命
名

を

頂
扱
い
た
し
ま
した
。

部
川
後
の
前
院
の
復
興
の
為
め
に
.
千
忠
寓
考
の
結
果
、
内
ら
襲
仰

の
肢
に
つ
き
受
し
た
、
内

ら
は
獅
r
y
の
店
と
恐
慨
し
て
い
ま
す
、
無

丹
羽説
経
に
「
常
に
大
裁
の中
に
於
て
、
説
法
締
チ
m
mし
つ
L
.

一
切

の
帥
に
供
益
す
る
」
と
あ
り
ま
す
と
と
を
恕
浮
い
べ
つ
つ
:
:
:

昭
和
二
卜
一
年
一
月
か
ら
.
u
n
m
u
u
十
怖
念
怖
の
お
っ
と
め
絡

了
後
、
必
然
上
人
何
訟
訴
の
説
教
を
初
め
て
浦
ト
年
間
質
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

牧
公
ー
ポ
に
は
日
制
州
と
し
て
羽
一
二
十
介
念
帥
を
ほ
界
常
に
て
中
す
と
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と
と
広
め
、
次
で
朝
と
晩
と
ニ
向
と
し
、
昭
和
二
十
三
年
.
凶
か
ら
は

朝
五
時
起
床
冗
時
傘
か
ら
六
時
中
ま
で
一
時
間
、
晩
は
六
時
か
ら
七

時
起
一
一
時
間
、
朝
と
晩と二
向
、
年
山
中
無
休
明
、
「
沿
っ
と
め
」
を

し

て
ま
い
り
・
ま
し
た。

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
、
常
院
幹
部
一一
一人
は
作
度
し
加
行

し
て
働
弟
子
と

た
り
、
訟
は
之
等
幹
部
の
者
と
共
に
粧
替
に
品
川
川
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
二
十
四
年
頃
か
ら
、
念
悌
川
町
山
と
精
勤
念
働
岬
川
町
と
を
お
巧
接
強

行

し
て
、
十
件
日
朝
と
略
と
の
お
っ
と
め
参
加
滑
に
賦
興
す
る
と
と
に
し

ま
し
た
.
念
悌
摂
と
は
ヱ
問M
M阿
鋪
陀
伸
。

往
生
之
業
は
念
仰
を
以

て
先
と
す
」
と
記
枕
し
て
あ
る
カ
l

ド
で
す
。
締
m
念
仙
川
叫川も何
椋

な
カ
ー
ド

で
あ
っ
て
、
と
れ
は導
師
入
道
場
前
に若
砂
川し
た
る
念
伸

次
だ
け
に
賦
民
す
る
ζ

と
と
し
て
公
り
ま
す
。
此
念
仰
摂
は
一
説
五

ト
筏
と

し
.
勾
十
円
N

ど
と
に
ぷ
挑
は
れ
、
牧
作
老
人
の
小
池
と
な

り
ま
す
。

。
。

精
勤
念
仰
W
Mは
年
四
両
依
、
特
別
し
瓦
作
動
し
た
念
仰
訴
を
表
彰

し
、
之
に
金
百
問
を
k
a彰
A
Y

.

と
し

て
、

被
必
お
お
に
あ
げ
て
い
ま

す
。

と
れ
ら
の
念
仰
必
の
賦
興
は
、
牧
作
老
人
に
念
仰
を
す
す
め
る
に

つ
い
て
、
結
日
川
は
ま
と
と
に
妙
味
の
あ
る
方
法
だ
と
い
A
A
-
-

ま
す
の
で

今
も
向
締
結
し
て
、
老
人
か
らv
wば
れ
つ
L

念
働
焚
働
の
一
役
を
県

し
て
い
宏
す
。

次
に
賀
行
い
た
し
ま
し
た
と
と
は
、

法
然
上
人
の
御
教
に
順
って
、

企
怖
を
第

一
、と
す
る
乍
前
乞
究
助
い
た
し
キ
・
し
た
c

常
院
で
は
モ
ツ

ト
ー
と
し
て
「何
人
も
勤
労
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
」
と
指
示
し
て
あ
り

ま
す
が
、
と
れ
は
仇
た
る
殺
の
生
存
の
な
蒋
か
ら

ぜ
た
と

と
で
あ
り

ま

す
が
‘
ス
老
人
等
の
老
哀
化
の
防
止
に
も
役
立
つ
と
と
で
あ
り
ま

す
。
院
守
す
弘
め
て
い
る
第
一
の
お
仕
事
、
第
一
の
勤
労
は
、
念
怖

を
小
す
と
と
で
あ
る
と
定
め
て
.
賀
行
さ
せ
ま
し
た
。

「
口

稿
念
悌
」
は
、
健
康
合
に
い
る
老
京
宥
は・
例論
、

附
嵐
官
柴

抗
院
内
の
ベ
ッ
ト
に
横
臥し
た
き
り
の
老
病
人
に
も

.

と
れ
だ
け
は

小
せ
ま
す
。

或
者
は
ね
な
が
ら
合
掌
が
川
来
ま
す
し
、
山
城
者
は
片
乎

だ
け
し
か
A
H立
に
予
を
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
、
又
或
訴
は
A
n
A
舶
の
守
き

た
い
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
老
毒
性
痴
北
症
そ
の
他
の
梢
…
別
的
米
を

除
い
て
.
ベ
ッ
ト
に
い
る
老
射
人
等
も
念
帥
口

郁
の
勤
労
だ
け
は
で

き
ま
す
。
そ
と
で
訴
院
の
勤
労
山
中
仕
の
第
一
の
業
は
「
口
稿
念
仰

」

で
あ
る
と
と
を
、
を
院
に
徹
底
的
に
教
え
ま
し
た
。

そ
し
て
欄
晩
の
念
帥
の
「
沿
っ
と
め
」
は
法
M
4
w榔
吹
で
い
た
し

ま
す
。

そ
の

「
沿
っ
と
め
」
は
そ
の
ま
L

ア
ン
プ
(
伸
雌竹
)
に
よ

っ
て
附
凪
・
対
院
各病
的
、
へ
全
部
放
諒
され
て
約
老
人
は
そ
れ
に
介
せ

て
念
働
を
M
m
い
た
し
て
い
ま
す
。

「
沿
っ
とめ
」
が
能
了
す
る
と
、
m
仰
は
病
院
に
ま
い
り
、
令
市
認

を
巡
犯
し
、
共
に
お
卜
念
を
同
刑
い
た
し
ま
す
。
と
れ
も
朝
に

砲
に

導
仰
の
お
っ
と
め
と
し

て
い
た
し
て
ま
い
り
を
し
た。

か
く
し
て
浦
ト
年
、

院
内
に
は
念
帥
に
川
町
依す
る
大
い
な
る
精
紳

が
生
札
て
き
て
い
る
と
と
が
感
作
で
き
ま
す
。
院
内
の
掠阿部
に
念

av--

帥
仰
が
組
却
し
き
た
れ
る
三
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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と
信
じ
て
、
唯
一
向
に
念
怖
を
巾
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

拡
院
一
た
つ
と
め
一
の
念
悌
は、
常
に
百
二
三
十
人
が
同
席
阿
川

ず
る
の
守
、
一
一
川
と
一
ハ
ト
ハ
な
、
む
、
ぁ
、
み
、
だ
、
ぷ
』
を
一
呼

吸
で
と
な
へ
、
六
字
を
‘
六
呼
吸
で
明
和
し
て
い
ま
す
。
な
ア
ア
ア

と
生
み
字
を
十
回
明
へ
る
依
の
長
さ
、
占
ハ
?
を
と
た
へ
ま
す
と
時
間

に
し
て
一
分
一
て
ト
一
て
秒
欣
に
常
る

e

し
よ
ろ
。

六
巾
ず
を
‘

h
作
例
に
、
川
政
巳
‘
般
大
に
、

腹
か
ら
の
持
マ
m
mへ
る

持
は
h恥
か
ら
や
慌
か
ら
や
、
一
千
一
午
、
念
々
相
続
し
て
稿
え
て
い

歩
エ
ヲ
。

此
念
仰
を
榊
上
品
寸
法
士
山
舵
口
也
弁
日
刊
火
併
記
品
川

F

は
「
訟
州
や
流
念

帥
一
又
の
名
「
健
康
念
仰
」
と
御
O
引付
け
下
さ
っ
て
い
を
す
。

一
同
と
判
陀
の
「
お
っ
と
め
」
に
此
念
怖
を
と
な
え
て
い
ま
す

と

.
円
ら
税
、伐
を
韓
れ
、
我
欲
を
離
れ
、
た
ピ
怠
帥
の
悼
の
み
と
い

ろ
心
境
に
は
い
り
ま
す
。

さ
て
此
の
一
向
念
仰
の
功
抗
っ
た
浦
卜
年
の
院
内
に
は
‘
左
う
い

う
型
化
が
起
き
て
き
た
で
し
ょ
う
か
‘
三
れ
が
本
・
制
の
呪
安
な
諸
問
叫

で
あ
q

安

し

よ
ろ
。

院
外
と
院
内
と
は

.

円
然
に
結
界
が
で
き
て
い
る
と
と
が
、
心
眼

に
分
明
で
あ
円
ま
し
て
、
わ
れ
ら
は
念
仰
の
法
城
に
は
い
っ
て
い
る

と
感
じ
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
間
昭
和
二
十
九
年
ま
で
に
、
付

奈
川
牒
か
ら
三
向
、
厚
生
約
保
池
謀
か
ら
一
問
、

『
店
法
第
二
十
僚

に
よ
る
信
教
の
向
由
を
混
市
中
け
す
る
も
の
」
と
し
て
御
注
意
及
御
通
告

を
前
き
ま
し
た
が
、
共
事
官
た
し
と
誕
併
合
を
し
て
「
沿
っ
と
め
」
を

さ
わ
り
な
く
賀
行
い
た
し
て
吹
い
り
ま
し
た
。

(四
〉

砂
川
除
法
州
寺
に
出
介
し
て
会
念
帥
の「
沿
っ
とめ
一
の
叫
介
に
は

店
り
方
は
、
市
「
蜘
批
店、

静
服
、
安
感
、
そ
の
他
の
M
え
の
わ
る
い
人

は
遡
訪
に
し
て
よ
ろ
し
い
と
して
お
り
ま
す
。

部
川
に
到
し
て
、
行
を
F

げ
す
あ
げ
、
腰
は仲
ば
す
よ
う

に
し
て

時
ら
せ
、
老
人
の
腰
の
品
川
る
の
を
矯
正
す
る
目
的
も
合
め
て
お
り
、

前
の
人
に
そ
ろ
っ
て
琳
.
然
と
席
る
と
と
と
し
て
沿
り
ま
す
。

道
場
内
訳

'
F集
の
百
ニ
ト
伶
人
は
滞
仰
と
一
一
同
とな
っ
て
向
習
に
て
、

腹
か
ら
の
咋
を
だ
し
て
怠
仰
を
川
刑
す
る
。
〈
故
火
山
徹
水
大
附
.
此
の

加
行
の
際
の
怠
仰
は
腹
の
免
に
て
小
せ
と
の
御
菅
誌
に
よ
る
〉

訟
然
L
L・人
の
御
法
一
品
川
に
「
人
の
乎
よ
り
物
を
作
ん
や
る
に

、
す
で

に
仰
た
ら
ん
と
、
い
』
ま
だ
仰
ぎ
る
と
、
い
づ
れ
が
勝
ぺ
き
、
締
結
は

仰
け
た
る
心
地に
て
、
念
的
は
山
・
ず
な
り」
と
あ
り
を
す
、
又

一
段
起

請
文
中
に
「
唯
一
向
に
念
仰
す
ぺ
し
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
と
で
常
院
特
」
は
、

似
叫
に
「
阿
鋪
陀
如
来
に
依
っ
て
救
は
れ
た
り
」

(五
)

へ
必
帥
一
行
の
浦
十
年
の
紡
瓜
を
い
へ
と
い
わ
れ
合
し
て
も
.
仲
々

大
問
題
で
あ
り
ま
す
。
と
と
で
は
院
内
の
老
人
一
人
一
人

に
つ
い
て

。
。

杢
部
と
・
巾
すの
明
、
は
な
く
、
養
老
院
と
い
う
築
関
と
し
て
眺
め
た
翻

祭
を
中
述
べ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
定
づ
御
了
ゑ
聞
い
た
い
。
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訟
然
L
L
人
の
組
問
放
に
一
い
け
ら
ぱ
念
仰
の
功
つ
も
り
、
托
友
ぱ
冷
げ

L
L

ヘ
キ
ゐ
り
え
ん
、
井

て
も
か
く
て
も
と
の
身
に
は
.
思
ひ
わ
づら

ろ
布
が
な
き
」
と
あ
り
ま
す
。

院
内
に
は
六
十
夜
以
上
九
ト
成
迄
の
牧
本
老
人
(
・
中
均
年
人
H

七
十

一一
.成
で
す
)
が
い
て
、
年
中
、
仰
と
晩
と
二
同
二
時
間
の
念
的
・
:
:
・

・
門
小
に
は
不
断
念
怖
を
つ
と
め
る
老
人
も
い
ま

す
:
:
:
〉
・

を
中
し
て
い
る
の
を
加
草
し
て
み
て、
念
帥
帥
の
功
が
つ
も
っ
て
ま
い

り
ま
す
と
、
だ
ん
/
\
我
欲
が
少
く
な
り
我
欲
を
瀧
れ
て
、
念
仰
定

力
へ
弘
は
念
帥
カ
と
・
巾
し
て
い
ま
す
〉
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
す

る
と
院
生
へ
院
の
収
作
老
人
を
院
生
と
い
い
ま
す
〉
争
時
仰
に
、
態
民

と
し

て
、
良
両
円
訟
費
が
現
は
れ
て
全
い
り
ま
す
。
一
円
札
に
掠
介
し

た
際
に
は
、
第
一
印
象
と
し
て
、
民
刷
局
窓
附
神
が
ひ
し
ひ
し
と
感

拡
し
て
く
る
と
と
を
位
え
全
す
。

院
生
の
住
所
‘
そ
の
も
の
に
ほ
行
、
さ
ん
げ
、
忍
閥
、
感
謝
等
の

諸
誌
が
、
顕
彰
に
現
わ
れ
ると
と
に
驚
ろ
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
。
。
。

従
っ
て
院
伎
の
件
宅
の
共
同
生
活
に
は
和
合
と
4
4ハ
俊
之
の
精
榊
を

日
以
内
の
道
徳
と
し
て
い
る
事
慨
が
現
れ
て
い
ま
す
。

益
老
肢
の
桜
狩
ト
.
此
も
大
切
訟と
と
の
一
つ
は
、

院
生
が
院
内
に

心
か
ら
の
深
い
高
打
き
が
明
、
き
る
と
と
守
あ
り
ま
す
。
院
中
.
が
院
を

目1
iい

φ
e
A明か

的
胞
の
仲
代
後
と
-
Mめ
、
山
川
ヘ
H

の
家
で
あ
る
と
間
企
し
て
、
Hえ
る
と
と
を

知
り
そ
の
分
に
安
ん
や
る
心
が
伎
や
る
と

.

や
が
て
供
死
を
超
え
る

安
心
な
命
の
心
底
に
皮
つ
棋
と
ゑ
り
ま
す
。
地
域
野
合
に
山
む
院
全

山
中に
.
と
の
心
境
足
立
っ
て
同
附
の
院
生
か
ら
、
庄
中
六
の
吟
敬
を
仙
抑

は
れ
て
い
る
老
人
そ
焚
礼
し
ま
す。
4
4・U判
院
の
ペ
ッ
ト
で
化
期
を
知

る
老
人
が
、
へ
品
仰
に
よっ
て
、

疋
へ
附
に
路
町
し
、
安
心
し
て
.
化
ね
る

位
恨
の
万
ぎ
た
お
人
が
だ
ん
だ
ん
と
肌
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
を
い

り
全
す
。

か
く
へ
必
仰
の
功
が
的
り
ま
す
と
.
院
内
に
ほ
れ
仰
と
他
店
と
の
涼

同
紙
が
法
っ
て
き
て
、

院
内
の
各
応
に
.
感
謝
践
例
仙
の
来
や
、
陰
絡

を
つ
む
符
等
、

ぷ
川
事
品
川
行
が
門
黙
に
生
れ
、
他
人
の
淳
行
に
随
存
す

る
所
定
が
現
れ
て
き
て

い
全
す
。
ハ
本
年
八
月
ト
六日
表
彰
U

ヂ
ツ
晶
す
・
，

と
れ
ら
が
、
念
怖
の
功
を
つ
ん
だ
常
院
の
咋
今
の
安
の
術
幻
で
あ

り
ま

す
。

片
。
弘
共
は
完
必
院
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

、

げK
情
き
す
れ
ば
恥
多

し
で
あ
り
、

「
嫌
が
ら
れ
の
年
船
一
と文
ふし
の
ト
心か
ら
批
併
さ
れ
甘
い

な
が
い
舎

人
か
ら
は
呪
は
れ
て
、
.
K生
は
人
聞
の
忠
本
か
と
.
老
境
を
忌
避
す

る
思
い
を
抱
い
て
い
た
と
と
が
あ
り
を
す
。
念
仰
の
功
紛
っ
た
今
日

必
京
養
老
院
々
内
が
明
る
く
、
朗
ら
か
と
な
り
、
他
店
的
色
彩
が
叡

く
な
り
‘
視
・
採
に
き
た
枇
令
官
引
業
の
専
門
家
か
ら
も
.
公
平
た
位
以

H

古
・
艇
か
ら
も

.

又
弘
北
ハ
の
命
敬す
る
闘
申
杭
の
た
ち
か
ら
も

.

一
一
肱
の敬

立
を
い
ぷ
せ
ら
れ
る
収-
Mは
と
な
る
と
、
わ
れ
ら
も
老
凶
悦
に
入
っ
て
、
持

者
い

怠
る
.
大
な
る
よ
ろ
と
ぴ
を
味
ろ
と
と
が
で
き
、
照
品
川
倣
咲
の
心
境

も
味
仰
で
き
る
日

の
近
づ
き
つ
つ
あ
る
よ
弓
に
希
望
の
止
が
さ
し
込

ん
で
来
る
を
川
比
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
ト

一
年
・

八
川
十
九
日
起
之
:
・

(
従A
W制
枇
法
人
政
京
技
老
院
長
U
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「
つ
れ
，つれ
な
る
ま
L

に
と
い
う
の
は
徒
然
彰
に

山
山
ず
る
有名た
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
通
に
は、

む

犯
と
か
無
利
と
い
・
内
，
ょ
う
た意
に
制
附
さ
れ
て
い
る
。

然
し

、

そ
れ
で
は
米
だ
仮
に
「
つ
れ
づ
れ
」
な
る
こ

こ
ろ

ι
vam
q解
し
て
い
る
と
は
ぷ
え
ぬ
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
た
v

似
た
る
・
治Mm
と
か
無
胸
徒
然
の
寂
し

さ
で
は
な
い
。
ま
こ
と
に
銭
き
て
い
ら
併
そ
の
こ
と

るはに
。 ・う 、 ，コ

まつ、 い

ころ、 て
とう 、 い

に 1をみ
、 5早形
う 、 に而
つ、 ふ上
ろ、 れ 的
う 、 てた

も: ゅ平
1 <ぎ
鑓心で
化のあ
す嘗る
るめ.

者でそ
あれ

オ3 時
の間
;h. (t') 
自 tこ
らf.
が夜
ます
たる
う 、 者

そっ、 |
のろ、 の

. |:号 、 11 1

務 i， ' に
の 、 め

のとっ
さし て
なて
かみ
tこ gヲ

う 、 1'1

し
か
も

に
な
が
ら
え
て
い
る、

つ
ろ
い
あ
い
つ
つ
滅
れ
て
ゆ
く
、'
』
め
絶
叫
の
な
っ

か
し
き
う
つ
り
あ
い
l
m
惚
l

、

m汁
晶
・
入
H
い
-
Z
-
i

/ 

こ
の
「
つ
れ
づ
れ
」
た
る
寂
し
さ
で
あ
ろ

-1

う
つ
ろ
号
も
の
に
と
り
ま
か
れ
乍
ら、

お
の
れ
自

ら
も
叉
う
つ
ろ
う
事
花
と
し
て
高
島
取
に
到
し
て
い

る
。m
ボ
敢
た
き・も
の
の
中
に
、
自
ら
もW
4
M
4
敢
な
会
越

AW
ψ・
分
け
持
っ
て
支
え
て
い
ろ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

主
こ
と
に
絞
る
こ
と
そ
の
こ
と
の
・
試し
さ
で
あ
ろ
。

徒
然
抗
'の
「
つ
れ
づ
れ
」
は
か
L

る
寂
し
さ
の
俄
い

ん
で
あ
る
。
か
‘、
ろ
悲
し
み
の
鈴
情
で
あ
る
。

時
の
う
え
に
浮
ぶ
も
の
と
し
て
の
高
象

、

時
間
の

中
に
花
る
も
の
と
し
て
の
自
己、

一
切
は
たY
時
と

共
に
絞
れ
、
時
削
と
共
に
消
え
て
ゆ
く
お
み

時
の

「
妥
」
に
す
ぎ
な
い
。
時
の
・
ヲ
え
に
あ
る
も
の

、

あ
る

一
定
の
時
の
務
と
い
う
こ
と
を
「
ひ
と
と
き
の
」
と

か
「
か
り
そ
め
の
」
と
い
号
。
ひ
と
と
き
の
球
は
か

内
そ
め
の
と
い
う
か
ら
成
し
い
の
で
之
た
い
@τ二
I 

す
ぎ
ゆ
く
「
時
」の
あ
る
妥
で
あ
る
と
い
う
併
を
い

っ
た
だ
け
で
あ
る
。
統
帥ζ
ム
時
の
本
質
で
あ
る
。

唆
化
こ
そ
時
の
侭
請
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
ひ
と
と
き

の
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
な
つ
か
し
い
。m
A敢
た
き

、

五
れ
さ
と
い
っ
て
も
何
も
甘
い
感
向
に
渋
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は感
的
以
k

の
感
動
で
あ
り、

笠
間
以
上
の
大
き
な
現
貨
店
俗
で
あ
る
。

自
分
の
生

、

他
へ

の
集
作
、

こ
の
世
の
諸
々
の
相
、

の、 あ

'コ、 とる
れ、 い。

づ、 う時
i1..' 0 の
なう
匂え

心のそ
ば妥れ
、 でき$

~は
るみ
」な
と時
その
う 、 号
つ、 え

ろ 、 の

う 、 相
も 、 で

あ
ら
ゆ
る
存
在

、

人
間
的
存
作
そ
の
もの
に

叡
ざ
し
た
形
.
向LL
的
た
ら
寂
し
さ
で
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
似
し
さ
か
、
句
内
的
解
放
を

川
町
た
も
のの
静
か
な
冴
え
た
心
で
も
あ
っ
た
。寂
し

さ
と
よ
ろ
こ
び
と
が
そ
こ
に
あ
る
。悲
し
み
と
自
由

と
が
そ
こ
に
た
L

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
つ
れ
づ
れの
心
の
深
さ
を
鋭
く
こ
と
が、
み

仰
の
こ
L

ろ
の
深
さ
そ
朝
刊
解
す
る
一
つ
の
手
懸
り
で

あ
る
。

さ
び
し
さ
に
棋
へ
た
る
へ
の
ま
た
も
あ
れ
な
泌
・

め
帆
べ
ん
多
の
山mT
，r刷、

i比J
，切

。

ハS
)
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l 司
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ー

顧

昭
和
三
十
一
年
五
月
三
日
、
憲
法
殻
布
記
念
日
に
お
り
、
不
宵
闇

ら
や
も
、
藍
綬
褒
章
拝
受
の
策
特
を
蹴
り
ま
し
た
事
は、
誠
に
身
に

飴
る
光
築
で
、
只
々
感
故
致
し
て
知
市
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
度
、
本
総
よ
り
「
同
顧
保
池
心
三
十
年
」
と
い
う
砲
を
淑
き
を

し
た
が
、
別
に
御
参
考
に
た
る
よ
う
泳
部
は
省
け
ま
せ
ん
が
、
浮
ぶ

ま
L

過
去
を
反
符
し
っ
‘へ

級
ら
せ
て
鍛
き
ま
す
。

古
い
言
葉
に
「
日
進
月
歩」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
過
去
三

十
年
間
に
、
保
護
法
ほ
ど
護
法
し
た
も
の
は
泣
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
正
十
二
年
に
少
年
訟
が
州
来、
昭
和
十
四
年
に
司
法
保
護
事
業
法
、

昭
和
二
十
同
年
に
犯
非
米
抽
出
防
誕
生
法

、

明
和
ニ
ト
五
年
に
誕
伐
採

な
保
必
法
.
川
町雄
司
法
、
昭
和
二
卜
九
作
に
執
行
的
柏
原
病
保
必
訟
と

い
う
よ
う
に
、

強
段
し
て
参
り
ま
し
た
。

十

年

林

回

智

源

と

れ
は
人
間
「
性
は
普及
り
」
で
、
犯
罪
者
は
、
な
芯
跡
調
、
惑

い
環
境
に
枕
し
切
れ
な
か
っ
た
、
筑
の
議
た
人

々
で
あ
る
、
罪
を
に

く
ん
で
人
を
に
く
ま
や
、
枇
h
w共
同
の
立
任
に
於
て
、
史
生
さ
せ
よ

う
と
い
う
勾
へ
で
あ
る
か
ら
、
放
も
進
歩
し
た
法
律
だ
と
忠
っ
て
い

る
。大

正
十
二
年
少
年
法
が
布
か
れ
て
、
最
初
来
京
九
段
時
間
紳
枇
の

側
に
、
京
京
少
年
審
判
所
と
い
う
役
所
が
で
き
.
否
ウ
ポ
先
輩
少
年
保

護
司
も
勤
務
さ
れ
て
い
た
。
私
が
少
年
保
謎
司
事
務悩
託
と
な
っ
た

の
は
、
大
正
十
四
年
九
月
で
、
共
の
頃
保
護
司
の
探
川
は、

宗
教
家

か
、
殺
行
中
引
が
多
か
っ
た
の?
.
-
Hん
ぶ
か
ら
も
立
棋
な
併
税
方
が
得

山
川
明
任
保
護
叫
に
な
っ
て
的
られ
、
払
も
三
十
日
必
ら
や
ゐ
前
鉦
で
、

総
川
正
方
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
蛾
い
た
の
で
嬉
し
か
っ
た

、

回
げ
保A
W
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と
い
う
集
り
が
お
h
v

「A
Fで
も
あ
る
特
だ
が
」
時
々
今
の
ケ
l

ス
姉

究
A
W的
危
懇
親
併
が
僻
さ
れ
た
。

と
の
仕
事
は
建
内
保
護
と
い
っ
て
、
ヰ
く
か
ら
先
輩
品
川
正
方
の
や

ら
れ
て
い
た
都
で
、
仰
の
議
悲
に
生
き
る
.
什
等
の
常
然
な
す
べ
き
仕

事
で
あ
る
か
ら
、

数
の
多
か
っ
た
の
は
い
ろ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

共
の
名
も
少
年
保
設
司
か
ら

、
汁
川
法
保護
会
員
、
保
池
切
な
ど
h

縫
っ
た
が、
制
導
精
榊
に
は
鞠
か
の
相
迫
も
伽
…
い
符
だ
と
思
う
。

北
ハ

の
頃
は
封
象
者
も
少
く

、

少
年
保
謎
河
も
今
の
一
保
護
院
に
て
こ

取
引
粍
度
で
、

伎
は
O
O
先
生
と

、

O
O
先
生
の
f

供
を
お
削
り
し
て

い
る
等
と
い
っ
て
、
現'刊
の
械
に
、
昭
和
l

年

(
制限)
第
何
百
仰
卜

仰
披
都
と
い
ろ
撒
中
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

少
年
稼
判
所
の
教
も
三
問
所
と
な
り
、
五
問
所
に
ふ
え
、
保
弘山
観

務
所
と
な
っ
て
、
現
作
の
よ
う
に
各
府
鯨
に
設
け
ら

る
弘
事
と

な
っ

た
が
、
と
れ
に
は
色
々
の
理
由
も
あ
ろ
う
が
、
枇
合
よ
り
犯
非
を
無

く
す
の
に
は
、
定
期
刑
だ
け
マ
ゑ
く
、
数
行
刑
が
必
裂
だ
と
い
ろ
考

へ
に
縫
っ
て
き
た
か
ら
守
あ
る
。

昭
和
ト
問
年
に
司
法
保
北
事
業
訟

が
州
似
て
、
少
年
保
池
川
も
寸

法
保
謎
俊
民
と
鑓
り
、
阪
料
放
芥
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
念
日
の

教
も
非
常
に
多
く
た
り
、
制
度
化
さ
れ
る
よう
に
た
っ
た
、
と
れ
は

叫
戦
後
の
枇
令
情
勢
の
悪
化
か
ら

、
犯
罪
者
は
激
増
す
る
し
、
牧
存
施

設
は
椛
災
を
受
け
て
政
滅
す
る
等
の
瑚
由
も
あ
う
た
し

、

又
受
刑
民
の

の
パ
ロ
ー

ル
制
庇
が
世
地
せ
ら
れ
、
刑
期
の
ニ
・
分
の
一
を
組
曲
芯れ

ば
、
似
料
依
す
る
と
と
が
山
梨
る
と

い
ふ
よ

う
に
u
k
r
J
た
せ
い
も
ゐ

っ
た
。

保
護
益
員
も
成
人
‘
少
年
と
別
れ
る
事
に
な
り
、
各
袋
員
の
希
望

を
聞
か
れ
た
が
、
出
品
バ
の
時
訟
は
少
年
の
方
を
や
ら
し
て
貰
う
よ
う
に

し
た
。

保
必
の
成
仏
制
と
い
う
か
‘
柴
し
み
と
い
う
か
、
保
謎
観
謀
。

期
間
が
低
い
だ
け
効
県
が
あ
る
と
思
う
た
か
ら
で
あ
る
、
成
人
の
ト
々

は
、
似
料
放
期
間
の
短
い
の
が
多
く
共
の
結
果
が
判
ら
な
い
、
然
し

少
年
の
ぶ
は

.

大
概
温
か
い
家
賠
が
あ
り
、
終
来
性
が
あ
っ
て
制
等

の
仕
甲
斐
が
あ
る
よ
う

に
忠
は
れ
た
か
ら

で
あ
る
‘
今
で

・も
成
人
の

針
品
部
品
相
を
蹴
る
よ

り

も
.
少
年
の
封
象
お
をも
ら
っ
た
方
が
錯
し
い

試
が
す
る
。

犯
叩
州帆
柏
崎
胤
防

.山
火生
訟
は
「
犯
却
を
し
た
恥
引
を敦
市
川
し
.リ杭
合
的
に

改
持
し
て
.
そ
の
犯
非
悦
を
抑
仰
す
ると
と
に
よ
り

.
リ
杭h
n
.
附
枇
の

愉引
逃
を
聞る
の
を
目

的
と

す
」
と
い
う
の
守
あ
る
が
.
何
が
般
か
し

い
と
い
っ
て
も

‘
誕
生
保
謎
ほ
ど
開
難
色
な
仕
事
は
な
い
と
川
ゅ
う

。

と
う

い
う
訴
が
あ
る
.
球
る
ふ
へ
一
夜
銀
盤
が
は
い
っ
た
、
貧
比
寸

た
の
で
飢
え
る
財
物
も

無
か
っ
た
の
ぜ
.
住
持
は
ま
だ
あ
け
な
い
街

地
を
思
い
川
し
之
を
波
し
た
。

交
取
っ
て
也
ぐ

付
ろ
う
と

し
た
の

で
.
共
時
陀
持
は
之
は
お
前
に
聴
す
の
だ
‘
一
寸
州
を

い
へ
と
中
し

て
法
り
川
し
た
、
出
向
が
後
日
検
耕
せ
ら
れ
て
、
取
調
べ
を
交
け
る
身

と
た
り
、
予
へ
は
い
っ
た
事
を
自
内
し
、
住
持
の
取
制
べ
を
し
た
躍

で俳
人

は
何
も

能
ん
?
ぷ
い
怠
い
、

hA
の
在
な
む
だ
と

思
っ
て
邸
ん

で
や
っ
た
の
だ

と
.

・4
人
の
悦
…
非を
可
必
っ
た

.

続
人
は
比
持
の

惑
蛍
に
感
じ

、
改
怖
の
棋
に
む
せ
び
立
慌
に
誕
生
し
た
と
い
弓
市
明
、
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と
れ
は
活
し
か
も
知
れ
た
い
が
、
御
…hHい
仰
ポ
は
い
つ
も
と

う
い
う
紙
将
官
民
た
い
・
も
の
で
あ
る
、
本
人
の
心
の
底
か
ら
怖
情
、

護
愉
し
怠
け
れ
ば
誕
の
誕
生
は
な
い
芥
だ
。
持
を
憎
ん
で
人
を
袖
川
ま

や
、
犯
出
入
と
い
へ
ど
も
例
入
、
例
入
に
作
っ
て
み
れ
ば
、
沿
そ
ろ

し
い
剣
持
た
ど
微
暇
も
な
く
、
税
し
み
を
感
r

可
愛
い
い
剥
が
す
る

も
の
で
あ
る
。

日
投
い
年H
n
の
間
に
は
、
無
心
さ
れ
た
事
も
あ
り
、
食
事
を
興
へ
、

一
川
り
も
さ
せ
、
時
に
は
政
般
に
あ
っ
た
本
も
あ
っ
た
が
、
我
が
子
が

や
っ
た
と
忠
へ
ば
‘
さ
ほ
ど
臨
も
た
h
A
γ、
円
分
の
M
必
ら
ざ
る
を
歎

い
た
も
の
で
あ
る
。

五
人
保
池
川
か
ら
汁
れ
は
釘
級
品
の
に
甘
す
W
は
る
等

と
忠
告
を
受
け
た
取
も

あ
る
が
、
円
分
の
射
性
で
よ
い
柿
却
の
州
旅

た
い
事
を
悲
し
く
川
ゆ
っ
て
い
る
匂

辻
の
.
h地
械
が
一
お
れ
は
一
言
は
ぬ
が
わ
れ

一守
口
ふ
な」
と
い
ろ
た

が
、
開
い
人
間
の
心
に
も
、
働
性
の
卸
き
が
比
え
て
誕
生
保
必
に
心

が
会
ど
る
。

然
し
んγ向
分
の
歩
い
て
き
た
過
去
を
振
り
返
っ
て
比
る
と
、
恥
し

さ
で
一
作
だ
、
何
の
船
山
も
な
く
徒
ら
に
忙
し
く
、
町
内
パ
察
将
に
行
き

民
俊
安
山
ん
印
川
や
験
業
料
介
所
を
け
ゆ
ね
、
裁
判
所
、
刑
務
所
へ
と
起
を

組
ん
だ
ピ
け
で
、
ど
れ
だ
け
本
人
の
誕
生
に
役
ぶ
つ
か
と
思
う
と
く

や
し
く
な
る
、
た
ど
刃
象
地
仰
の
役
人
で
も
務
め
て
い
た
採
な
お
が
し

て
た
ら
た
い
。

山
域
紛
良
好
待
と
桜
品
川
し
た
が
‘
果
し
て
兆
の
針
級
品
の
の
何
人
が
、

一
生
を
泊
じ
榊
仰
の
心
に
恥
じ
な
い
、
生
析
を
仙
け
る
と
と
が
州
ボ

た
ろ
ろ
か
と
思
う
時
、
市
鞍
療
と
し
て
の
保
池
司
の
削
怖
が
、
ど
れ

だ
け
あ
っ
た
か
と
恥
じ
入
る
次
第
で
あ
る。

現
投
金
問
に
は
五
術
的
二
千
宥
飴
の
立
仮
志
保
護
司
が
舟
ら
れ
、
共

の
中
に
は
の
ポ
教
出
微
な
る
が
放
に
と
い
う
方
も
多
い
と
川
ゅ
う
が
、
ど
う

か
沼
教
家
と
し
て
の
立
坊
を
わ
す
れ
や
、
仙
仰
の
慈
悲bL封
欲
求
に
興

へ
て
就
き
た
い
も
の
で
あ
る。

山
川
附
く
わ
え
度
い
事
は
、
一
般
枇
令
の
方
々
が
、
と
の
仕
事
を
大

鑓
m
解
し
て
下
さ
る
よ
ろ
に
な
っ
た
事
だ
、
初
め
は
物
好
き
た
人
が

す
る
仕
事
の
M
Mに
忠
は
れ
て
‘
一
般
の
御
協
力
婚
は
令
然
仰
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
.
切
は
存
地
と
も
.
山
民
生
保
連
助
成
併
と
い
う

も
の
を
結
成
さ
れ
て
、
保
護
司
の
折
動
、
リ
粧
台
人
の
先
制
川
に
と
、

大

い
に
協
力
し
て
被
け
る
技
に
な
っ
た
事
で
あ
る
.
憶
へ
ば
諸
に
隔
俳
い

の
山
め
が
設
し
索
す
、
御
冗
い
に
一
川
も
尽
く
明
る
い
枇
台

、

犯
叩
み
の

な
い
悦
の
小
を
、
作
り
あ
げ
る
よ
ろ
勤
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

4
U
 山

一
れ
い
紙
耐
を
併
り
、
向
円
分
の
及
ば
ざ
る
を
謝
す
る
と
共
に
、
諸
制

が
川
内
ぴ
広
の
歩
ん
だ
あ
や
を
て
る
轍
を
.
踏
ま
れ
な
い
椋
に
と
祈
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
‘

〈
都
・
前
段
昨
今
住
職V

,,< 

ﾗ 

x 

ﾗ 

• 
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• 
見
ニ迫ι

旦

さ

一
ロ悶

J
E

託
m
r
-百
刈

り.

る

き

私

幼
少
年

時

代

の

晦
円
少
年
と
北
ハ
に
遊
ん
で
三
十
宥
五
年
、
そ
の
私
の
幼
少
年
時
代
を

ふ
り
か
え
っ
て
比
る
。

私
は
貰
い
見
で
あ
っ
た
と
一
宮
ろ
と
と
を
知
っ
た
の
は
十
八
政
の
放

の
と
と
で
あ
っ
た
。
貰
い
子
/
\
と
言
は
れ
て
泣
い
て
家
に
師
っ
た

事
も
度
々
あ
っ
た
が
、
雨
親
始
め
家
族
の
特
は
そ
れ
を
略
く
否
定
し

た
。特

に
そ
の
様
た
柑析
を一疋
う
子
供
の
家
庭
に
行
っ
て
‘
文
句
を一五
う

の
は
祖
父
の
役
で
あ
っ
た
。
私
は
紛
い
て
二
人
も
乳
児
を
失
っ
た
と

一
五
う
と
の
家
の
来
い
母
の
亦
に
生
れ
て
附
も
な
い
乳
の
み
記
で
打
は

れ
て
来
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
作
一
品
り
の
乳
民
か
ら
曜
れ
た
ね
は
幾
日

幾
夜
を
泣
き
明
し
た
と

一五
う
。
し
か
し
失
っ
た
比
え
の
愛
情
を
一
身

に
う
け
て
傑
よ
花
ょ
の
喰
え
の
如
く
可
愛
が
ら
れ
近
隣
の
人
k

に
も

ま

で

の

の

;唆

境

l
 
i
 
--s' 

金

英

う

ら
や
宏
れ
る
円
常
で
あ
っ
た
自
で
あ
る
。

と
の
家
は
地
ぷ
の
名
望
家
で
あ
り
4
人
相
常
た
財
点
も
訂
し
特
に
川

仰
の
厚
い
、
何
不
自
由
の
M
Mい
諜
し
で
あ
っ
た
。
ね
が
と
の
家
に
此

は
れ
て
来
て
か
ら
次
々
と
子
供
が
生
れ
て
郎
A
H四
人
の
妹
弟
の
兄
と

な
っ
た
が
同
棋
の
愛
情
は
何
等
管
る
と
と
な
く
そ
』
が
れ
た
。

特
に
七
十
の
坂
を
泊
し
た
、
祖
母
の
可
愛
い
が
り
は
特
別
で
あ
っ

た
。

小
謬
校
に
の
ぼ
る
.
凶
ま
?
背
に
お
ん
ぶ
し
て
歩
い
た
り
、
食
事

の
世
話
も
訴
で
養
っ
て
く
れ
る
有
掠
で
小
厚
校
入
態
後
も
一
人
で
は

登
校
せ
や
、
必
今
削
除
か-
K小
が
付
添
う
て
放
課
に
怠
る
ま
で
待
っ

て
同
町
て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
ω

そ
ん
な
符
償
は
逢
東
山
と
依
存
性
の
み
を
強
め
て
行
っ
た
の
で
し

た
。
そ
し
て
弱
々
し
い
性
絡
は
定
述
も
取
り
得
歩
、
令
一
や
物
を
み
つ
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ぐ
柑
ゆ
を
以
っ
て
グ
ル
ー
プ
参
加
の
一
様
件
と
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
事
の
鵡
に
親
に
嘘
を一宮
う
と
と
を
飯
能
注
く
し
、
傭
っ
て

金
を
せ
が
ん
で
は
み
つ
官
、
或
時
は
町
議
脱
化
す
事
さ
え
党
え
た
。
祖

父
や
組
母
の
財
布
か
ら
五
十
銭
銀
貨
を
失
敬
す
る
背
骨
も
先
え
た
。
そ

ん
な
惑
に
よ
っ
て
友
建
を
待
遇
す
る
も
の
だ
か
ら
友
述
も
よ
く
遊
ん

で
く
れ
た
し
、

私
の
一
言
う
と
と
も
よ
く
聞
い
て
遊
ん
で
く
れ
た
。
そ

の
中
に
い
っ
と
は
無
し
に
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
グ
絡
に
た
っ
て
し
ま
っ

た
。遊

び
道
具
、
も
揃
っ
て
い
る
し
‘
家
も
臨
闘
い
底
か
ら
近
所
の
友
述
を

集
め
て
は
色
ん
念
集
合
を
す
る
梨
に
友
っ
た
。
幻
般
合
、
運
動
合
、

沿
括
合
、
特
に
虫
や
蛇
の
惑
を
つ
く
っ
て
沿
が
む
遊
び
ゃ
.
#
式
ゴ

ツ
コ
・
な
ど
も
や
っ
た
。h相
官
も
庭
の
一
隅
に
づ
く
っ
た
り
も
し
た
。

リ
ー
グ
絡
に
た
っ
て
行
い
得
る
満
足
を
ね
は
勿
論
雨
親
も
喜
ん
で
見

て
い
た
。
依
存
性
の
強
さ
か
ら
小
勝
校
の
指
題
も
何
も
彼
も
持
他
人

の
乎
に
ゆ
だ
ね
閥
、
五
年
一
凶
ま
で
の
襲
業
成
訟
は
良
い
方
で
は
な
か

っ
た
。
六
年
生
頃
か
ら
少
し
は
上
持
し
て
来
た
。

特
に
得
意
の
笠
間
の
口
演
は
先
生
に
ほ
め
ら
れ
る
まL
得
々
と
し

て
教
室
の
人
集
を
博
し
て
い
た
。

と
の
頃
か
ら
家
に
不
幸
の
芽
が
出
始
め
、
可
愛
い
が
っ
て
く
れ
て

い
た
組
母
は
長
い
病
床
に
死
亡
し
た
。
初
め
て
遇
っ
た
不
幸
、
然
し

私
に
は
嬉
し
か
っ
た
。
弔
問
の
人
K

の
山
内
入
り
や
、
大
勢
の
集
合
、

法
務
の
菓
子
、
山
部
列
へ
の
参
加
、
忌
出
?
の
詠
歌
や
和
畿
、
ま
せ
た
児

だ
と
去
は
れ
る
程
、
品
川
ん
友
と
一
緒
に
そ
ん
な
行
列
や
行
事
に
参
加

し
た
。

と
と
ろ
が
と
の
不
能
?
を
張
端
に
結
い
て
父
が
一
長
の
病
気
、
牧
入
の

訟
の
絶
え
た
ね
の
家
庭
は
途
家
産
を
傾
け
ね
ば
な
ら
・
な
く
な
っ
た
。

父
の
病
気
の
快
癒
を
祈
っ
て
晩
秋
の
午
前
四
時
、
も
の
淋
し
い
鍛
守

の
森
の
み
枇
に
一
二
七
二
十
一
日
門
の
祈
願
も
と
め
た
叉
冊
以
験
あ
ら
た
か

だ
と
削
え
て
お
咋
の
門
前
の
荒
…
別
様
に
も
百
日
の
日
参
し
た
。
し
か

し
難
訂
遂
に
効
な
く
父
は
死
亡
し
た
。
父
の
死
亡
と
共
に
問
畑
も
山

林
も
入
手
に
渡
し
た
。
遊
間
中
の
望
を
胸
に
試
験
勉
強
に
い
そ
し
ん
だ

の
も
今
は
不
帰
と
な
り
、
希
帥
町
一
を
失
っ
た
十
六
哉
の
私
は
、
高
等
小

勝
校
卒
業
と
問
時
に
天
秤
棒
を
か
つ
い
ぜ
胤
の
行
簡
を
す
る
事
に
た

っ
た
。
慣
れ
ぬ
絡
緋
で
間
合
遣
を
行
商
す
る
ね
は
、
不
案
内
な
そ
の

地
域
の
と
と
と
て
、
仲
々
賀
行
は
な
く
泣
け
て
泣
け
て
も
仏
ら
た
か
っ

た
。さ

さ
や
か
友
私
の
働
き
.
と
の
天
秤
棒
に
か
け
ら
れ
た
行
向
は
弱

い
除
と
九
十
歳
に
た
る
組
父
と
四
人
の
株
弟
の
生
前
を
立
て
L

行
か

泣
け
れ
ば
友
ら
た
か
っ
た
。
互
の
休
み
で
附
郷
し
た
級
友
の
.
互
般
に

つ
い
た
金
釦
が
左
ん
た
に
う
ら
や
ま
し
く
.
に
く
ら
し
く
感
じ
ら
れ

た
か
知
れ
な
い
。
然
し
背
負
は
ね
ば
た
ら
ぬ
生
前
の
中
心
十
六
歳
の

私
に
は
そ
れ
は
京
携
で
あ
っ
た。
加
え
て
併
財
の
返
桝
等
盆
に
土
磁

始
め
位
自
然
の
一
切
を
明
け
渡
さ
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
。

町
の
顔
役
だ
、
財
陀
家
だ
と
の
澗
振
り
も
今
は
一
境
夢
と
化
し
て

借
間
住
居
の
ど
ん
底
生
新
に
滞
ち
て
し
を
つ
た
。
飴
り
の
榔
謀
、
逆

境
に
母
は
病
み
つ
き
、
と
れ
又
父
の
跡
を
追
う
殺
に
四
十
一
歳
で
私
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の
十
八
銭
の
お
仲
、
弘
の
9
引
を
呼
び
続
け
乍
ら
死
ん
だ
。
そ
れ
は
礎
さ

れ
た
幼
な
い
子
供
述
を
哀
願
す
る
か
の
拡
に
、

北u
に
嵯
る
必
ぷ
札
た
と
の
組ι
J
に
、
然
も
肺
・
耐
と
附
い
て
は
政一

人
比
添
っ
て
く
れ
る
人
と
で
な
く
.
ぷ
し
い
病
室
に
冷
め
た
く
な
っ

て
行
く
付
の
乎
が
問
く
な
る
ま
で
取
付
い
て
泣
い
た
の
だ
っ
た。
仙
川

家
を
失
っ
て
か
ら
客
潟
市
を
挽
く
業
に
つ
い
た。
朝
早
く
か
ら
瞬
と

町
の
間
を
ラ
ッ
パ
を
吹
き
乍
ら
取
恭
一日
制に
応
を
追
い
容
を
誕
ぶ
と
の

政
問
由
民
は
少
年
の
ね
に
は
い
や
明

、
仕方
な
か
っ
た
。

と
の
頃
訟
は
初
め

て
賞
品
時
に
そ
し
て
兄
姉
と一ぷ
う
人
法
に
逢
っ
た。
然
し
な
に
は
そ
れ

如
何
の
親
愛
も
説
い
て
米
な
か
っ
た
。
然
し
世
祉
は
や
は
り
路
か

ら

泣

い
て
訟
を
比
て
い
た
そ
う
守
也
の
っ
た
。

総
門
疲
れ
切
っ
て
削
っ
て
来

る
ね
に
、
今
は
作
っ
て
い
て
く
れ
る
似
も
友
く
、
取
一
人
慰
め
て
く

れ
る
喝
の
と
て
も
た
く
、
久
米
代
を
安
求
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た

。

推
に
で
も
い
L

心
か
ら
サ
え
て
比
た
い
。
縫
れ
か
に
と
っ
ぷ
り
と

抱
か
れ
た
い
様
な
気
持

、

愛
情
に
滅
さ
れ
ぬ
寂
し
さ
に
随
分
憎
み
も

し
た
。

愛
し
合
っ
た
つ
も
り

で
も
利
害
の
調
和
し
な
い
時
は
職
狼
の
群
の

総
に
さ
え
な
る
の
な
あ
っ
た
。

せ
め
て
向
分
の
家
ば
か
り
も
明
る
い

家
庇
に
し
た
い
と
努
力
も
し
て
比
た。
怒
り
度
い
時
に
強
い
て
怒
ら

ぬ
慌
に
、
不
満
の
時
も
捌
い
て
不
満
の
心
を
制
り

つ
ぶ
す
政
に
も
っ

と

め
た
が
.

そ
ん

な
.
小
川
然
な以
れ
い遊
山
口
惜
広
い
つ
・
ま

で
も
制
〈
符

は
な
か
っ
た
ι

荒
む
剣
持
は
盆
ι
川
川甘
い的
に
な
っ
て
托
の
淵
を
の
ぞ

み
込
む
事
が
二
度
三
度
あ
っ
た
。

. 

あ
と
一、

二
分
で
危
う
い
と
去
う
此
を
線
路
か
ら
引
宇
ら
れ
て
紙

付
い
て
比
た
ら
年
老
え
た
机
父
と

ぶ
述
の
父
が
ね
の
そ
ば
ι
立
っ
て

い
た
。
そ
し
て
そ

の
せ
門挺
は
と

切
れ
/
\
に
山
え
て
い
た
。
辿
れ
ら

れ
て
削
っ
た
家
の
州
暗
い
氾般
の
F
T
、
妹
弟
法
が
抱
さ
介
っ
て
悦

い
て
い
た
。

弘
は
と
の
安
を
H
凡
て
、
物
公
は
や
床
に
も
ぐ
り
込
ん
で

思
い
切
り
泣
い
た
。

-
aを
小へ
っ
て
と
の
か
た
愛
怖
は
沿
ろ
か
そ
の
悶

の
食
さ
え
精
し
仰
や
に
い
る
と
の
家
族
‘
只
翻
り
に
す
る
は
兄
で
わ

る
訟
だ
け
で
は
な
い
か
。
と
思
う
と
、
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
、
な
ど

と
考
え
た
砿
は
何
ん
て
将
鹿
だ
っ
た
か
と

忠
は
れ
て
泣
き
乍
ら
『
山
仰

向
叫々
々

』
と
飽
を
喰
い
し
ば
っ
て
・
持
を
のん
で
叫
ん
だ
。

そ
し
て
ど
ん
な
背
般
を
も

必
ん
?
と
の
妹
弟
述
の
協
に
生
き
抜
と

う

と

決
心
し
た
。

そ
し
て
ね
は
と
の
凶
から
お
守
に
必
を
沙
ん
だ
。

絶
え
ら
れ
ね
心
の
一
切
を
帥
ぬ
の
前
に
ぶ
ち
ま
け
る
械
に
泣
い
て
崎

界
も
し
品
終
も
し
た
。

住
持
か
ら
h
o
H
d
も
伺
っ
た
。
又
拠
え
ら
れ
た

働
協
も
読
ん
だ。
然
し
仲
々
難
解
で
出
ぐは
解
ら
な
か
っ
た。
で
も

何
ん
と
な
し
に
お
が
ん
で
い
る
う
ち
に
何
か
し
ら
心
安
さ
が
感
ぜ
ら

れ
る
椋
に
た
っ
た
。

そ
し
て
い
つ
か
し
ら
か
た
く
な
心
の
扉
が
聞
け

て
さ
L

や
か
た
明
る
さ
が
持
た
れ
る
椋
に
な
っ
て
来
た
。

以
に
は
議

れ
d
u味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
は
な
く
、
愛
し
て
く
れ
る
訴
も
た

く
、
全
く
の
欄
り
ポ
ツ
チ
だ
と

思
っ
て
い
た
が
.
制
父
や
妹
弟
述
は

と

の
詑
み
切

っ
た
弘
を
川
械
も
し
え
し
て
い
て
く
れ
る

の
だ
と
ぷ
友
1

1
が
解
っ
て
来
た
。
い
や
そ

れ
た
け
で
な
く
州
問
。
人

竺
枇
合
の
す

べ
て
を
あ
げ
て
私
を
抱
い
て
く

れ
る
の
だ
と

感
ぜ
ら

れ
て
来
た

‘

出
払
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は
他
人
か
ら
裳
し
て
背
い
た
い。
愛
情
を
作
ょ
う
と
あ
せ
っ
て
い

て
、

と
れ
税
制
似
に
ふ
り
む
け
ら
れ
て
い
る
愛
情
生
か
し
て
い
て
ド
さ

ろ
お
力
に
誠
付
か
や
に
い
て
、
愛
し
て
い
て
く
れ
る
人
危
愛
す
る
と

と
を
芯
れ
て
い
た
事
が
恥
か
し
く
さ
え
思
は
れ
て
来
た。

払
は
叫
し

か
っ
た
。
私
は
仲
代
持
に
懇
制
し
て
入
門
得
度
す
る
と
と
に
し
て
そ
れ

は
と
の
寺
の
十
夜
法
必
の
粘

.

助
の
夜
の
都
で
あ
っ
た
。

と
の
昨
日
、
俳

前
に
訟
は
念
俳
の
一
生
を
兇
宣
教
化
に
特
に
不
遇
な
子
供
述
の
相
乎

と
た
り
背
け
てL
行
く
柑
引
を
持
っ
た
。

客
馬
車
を
業
に
し
な
が
ら
子
供
令
を
開
設
し
た
。

川
護
の
A
H川
を

利
則
し
て
嶋
中
の
小
マ
チ
供
述
と
子
供
九
W
も
附
い
た
又
子
供
述
を
山
内

耶
に
呆
せ
て
肝
似
に
辿
れ
て
行
つ
て
は
遊
び
た
わ
む
れ
た
り
、
mH
噺

を
捌
か
し
た
り
し
た
。

段
々
町
の
好
評
が
向
ま
っ
て
来
た
。
そ
し
て
協
力
新
も
川
来
て
来

た
。
会
品
サ
に
少
年
少'
K光
明
A
Wと
去
ろ
集
り
を
持
つ
枝
に
な
っ
た。

お
考
の
小
俗
で
あ
り
、

骨
骨
即
何
事
屈
で
あ
り
、
チ
供
述
の
先
生
で
あ
る

秘
は
以
前
と
臭
っ
て
明
る
い
そ
し
て
接
り
切
っ
た
日
々
が
逸
ら
れ
て

来
た
。
青
少
年
の
敦
化
に
兇
清一耐
枇
に
献
身
す
る
と
普い
A
Hう
同
芯

が
五
人
十
人
と
集
っ
て
来
た。
匂
夜
の
よ
う
に
研
究
に
口
品
川
泡
を
飛

ば
し
て
話
し
合
っ
た
。

A
m，は
逃m
申
し
た
川
友
へ
の
うら
や
み
も
、
呪
い
も
う
せ
て
、

佐
川

の
r小
如
立
も
忘
れ
た
伐
に
兄
武
教
化
にい附
枇
に
、
念
仰
の
持
び
に
そ

の
朝
を
迎
え
る
伐
に
な
っ
た
。
折
か
ら
東
北
地
方
を
悲
嘆
と
問
紡
の

ど
ん
底
に
落
し
込
ん
だ
昭
和
八
‘
九
年
の
冷
害
に
は
三
キ
ロ
科
離
れ

た
農
村
の
同
筋
家
山
地
の
児
を
集
め
て
給
実
托
日
ん
所
を
川
ぷ
し
男
の
保

母
さ
ん
と

笑
わ
れ
も

し
た
が
M

hu
ゅ
のk
p
wの
乎
柑仰を
仰
て
数
ヶ
月
に

沙
っ
て
保
古
川
に
従
必
し
然も
別
は
一
・グ
所
を
も
彼
任
し
て
桁
符
に
杭

り
迩
病
床
に
た
お
れ
る
に
.
セ
る
ま
な
の
倣
辺
行
を
し
た
。

と
ろ
し
た

幼
年
時
代
か
ら
山何
年
時
代位
戸
引
い
いる
生
前
の
鑓
巡
の
中
に
或
は
ボ
l

イ

ス
カ
ー
ト
&
起
し
保
有
事
業
を
開
設
し
子
供
A
Wの
行
峻
に
鯨
下
を
巡

担
す
る
等
.
今
に
し
て
比
る
に
盲
蛇
の
輸
の
そ
し
り
は
ま
ぬ
が
れ
ざ

る
も

‘

よ
く

と

そ
努
力
が
つ
ピ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
と
ん

な
柑
ゆ
が
切
っ
か
けと
た
っ
て
悌
教
青
年
令
が
生
れ
、
子
併
合
の
後
援

方
誌
を
中
心
仏
大
人
の
働
款
の
集
り
が
生
れ
、
判
仏
はX
方
一
山
委
員
や

ら
少
年
教
A
A向品
川
帆AW
教
古川
安
員
等
々
向
ま
ぐ

る
し
い
収
の
日
常も

た
明
の
一
誌
に
本
仕
さ
れ
た
。

と
う
し
て
記
前
耐
枇
と
教
化
と
取
組

ん
で
三
ト
ホ
リ
況
午
、A
7は
税
と
た
っ
て
い
る
そ
の
常
時
の
子
供
述
に

先
生
と
呼
ぴ
と
め
ら

れ
た
り
思
い
州
諸
を
さ
れ
た
り
す
る
と
、
恥
か

し
い
思
い
の
み
す
る
が
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
懐
科
の
情
が
部
き
起
っ
て

来
る
。

岩
手
際
花
輩
巾
鉄
路4花
股

J

岩
手
阪
叶f
m
脳
級
協
議
合
同
合
長

一

令
.
制
批
協民生
児
従
妥
民
協
慌
の
史
食
部
内
間
部OR
X」

x 

x 

x 

ﾗ 
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遁弘

ルル通 信

連

ホノルル伊土宗別院にて

松

ホノ

一第 六 億一

よ
く
日
本
人
は
知
的
好
窃
心
が
照
縫
だと一
去わ
れ

て
い
ま
す
。
織
か
に
そ
う
と
必
わ
れ
る
ふ
し
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
都
合
の
・
民
俗
イYテ
り
と

去
は
れ
る
人
に
多
く
同
地
ら
れ
る
機
で
す
。
時
世

、
い

や
流
行
に
遡
れ
る
併
を
桜
剛
院
に
嫌
い
ま
ず
か
ら
例
え

ば
新
し
く
現
わ
れ
た
必
想
や
卿
柄
が
、

ゲ
テ
物
で、

あ
っ
た
と
し
て
も

、

何
か
商
洋
的
な
匂
が
す
れ
ば
無

殺
作
に
飛
び
付
い
て
行
く帥械
で
す
。
内
蜘
什
の
如
何
を

問
わ
ず
、

そ
れ
ら
の
心
醇
者
に
と
っ
て
は
阿
洋
的
な

も
の
な
れ
ば
良
い
も
の
で
あ
り
新
し
い
も
の
な
の
で

す
。そ

し
て
そ
れ
を
身
に
担
うm
に
よ
っ
て
・
同
分
が
・
近 代

的
に
な
る
市
舶
が
出
来
る
と
問
く
信
じ
て
い
る

様
で

す
。
こ
の
間
洋
一
港
倒
の
迷
白
?
の
え
て
近代へ
の

迷
信
と
い
ち
ま
し
ょ
う
〉
は
古
く
は
明
治
時
代
よ
り

A，
H

に
奈
る
迄
、
劣
等
窓
殺
の
副
産
物
と
し
て
伺
本

人
に
附
き
纏
っ
て
来
ま
し
た
・
世の
指
結
的
な
立
制
切

に
ら
る
人
が
そ
う
な
の
で
す
か
ら、

い
わ
ゆ
る
ミ
l

チ
ヤ
y
、

ハ
I

チ
ヤ

γ
が
ヘ
ツ
プ

、

パ
l
y

刈
り
に

マ
y

ボ
ス
タ
イ
ル
で
澗
沙
す
る
の
そ
笑
え
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
の
如

く
、

か
つ
消
え

、

か
つ
絡
ん
で

、

久
し
く
止
る
窃
」

が
無
い
僚
に
、

昨
日

続
行
っ
た
も
の
も

、

今
日
は
聞

の
彼
方
へ
と
狗
り
去
ら
れて
行
く
。
日
々
の
新
聞
、

ラ
ジ
オ
は
次
々
と
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
や
問
削
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
が、

私
達
の
耳
に
と
w
hめ
る
余
裕
も

擬
…
い
う
ち
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
・
そ
し
て
私
達
の

日
々

の
生
括的
は
、
ピ
カ
ソ
や
マ
チ
ス
の
抗
女
則
立
に

行
く
か
と
以
え
ば
、
お
茶、

お
花
と
m
一
・
一
昨
怖
に
ふ
け

り
、

シ
ネ
ラ
マ
を
間
た
錫
り
に
オ
デ
ゾ
で一杯
き
こ

し
め
し
、

家
に
師
陣
つ
て
は
ベ
I

ト
グ
エ
y
に
浪
花
節

と
い
っ
た
傑
に
ぬ
質
的
な
も
の
を
無
税
作
に
以
入
れ

て
行
く
。
こ
の
矛
盾
を
分
盾
と
もM
Uは
ず

、

絶
え
ず

浮
動
し
て
新
し
い
解
物
を
ね
ら
っ
て
い
る
プ
ラ
y
ク

ト

y
の
僚
に
、

本
前
の
主
続
性
を
持
た
な
い
人
法

は
、
そ
れ
が
例
え
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
で
も
新
し
い

依
に
窃
取
し、

そ
し
て
忘
れ
た
僚
に
排
池
し
て
行

J
、
、
。こ

の
極
端
か
ら
磁
織
に
走
る
脱
皮
作
加
と
い
L
、

知
的
好
奇
心
と
い
\
こ
れ
も
云
わ
ば
日
本
人
の
側

性
の
俄
除
に
よ
る

柄
命
的
立
葉
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
で
は
M川
が
日
本
へを
し
て
こ
の

僚
な
似
性
の

な
い
同
民
に
仕
立
て
た
の
で
し
ょ
う
かY

そ
の
郡

山
も
色
々
と
考
え
ら
れ
ま
す
が、
っ
き
つ
め
て
考
え

て
み
る
と
、
ど
う
も
そ
の
以
内
が
日
本
人
に
狼
強
く

食
入
っ
て
い
る
家
紋
制
度
に
あ
る
僚
で
す
。
品
机
例
仲
店
作

岡
を
H
拍
渡
して
み
る
と
こ
の
家
族
制
度
の
片
鱗
を
ヲ

ラ

Y

ス
や
英
米
の
河
家
庭
に
見
出
せ
ぬ
揮
で
も
あ
り

ま
ぜ
ん
が

、

日
本
人
の
僚
な
滅
私
的
同
民
伎
は
陵
界

に
明
か
無
い
様
で
す
。
そ
の
家
狭
制
度
そ
均
か
・
1
晶
棋

の
締
法
そ
の
も
の
が
ユ
ユl
タ
な
仔
在
と
・F
Aえ
る
で

し
ょ
う
。
衝
く
草
川
的
に
み
て
も
、

問
洋
と
日
本
の

住
宅
の
本
質
的
な
相
次
返
銭
は
、
西
洋
で
は
得
々
の
部

肢
が
川
ゆ
い
峨
に
よ
り
て
仕
切
ら
れ
て
い
て
他
人
か
、
・
っ

私
生
前
が
訓
明
か
れ
な
い
拙
慨
に
な
っ
て
い
ま
寸

が
、
同

本
の
ゆ
氷U伊
.
で
は
部
肢
が
節
制
に
肝
紙
、
時
子
で
仕
切

ら
れ
て
い
て
常
に
他
人
の
箆
硯
の
ド

に
共
同
生
活
を

後
む
僚
に
出
来
て
い
ま
す
。
ド
ア
に
鎚
一
っ
か
け
れ

ば
外
の
枇
界
か
ら
終H
勿
に
踊
制
糊
さ
れる円
必
げ
で
は
、

他
人
に
円
以
袋
な
し
に
例
入
生
活
が

-H
Z
4山
川
公る
の
に

反
し
て
日
本
で
は
他
人
の
日
を
う
か
が
い
な
が
ら
自

分
そ
犠
牲
にし

、

述
ぼ
し
た
が
ら
瀞
肘
生
活
の
安
吹

を
保
っ
て
来
た
と
も
・X
え
ま
し
ょ
号
。

は
た
し
て
家

肢
の
税
法
が
其
借
地
に
伐
む
へ
ん
べ
の
行
動
冷
・
規
定
し
た

の
か
、

戒
は
そ
の
意
識
が
そ
れ
に
測
和
す
る
家
般
機

浩
を
製
求
し
た
の
か
は
印
刷
に
結
沿
づ
け
る
山
"
は
山
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来
ま
せ
ん
が
、
日
本
に
ら
って
は
嫁
・も

姑
も
一
つ
の

日
間
狼
に
住
む
磁
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
例
位
怠を
持
つ
だ

け
の
余
絡
も
な
〈
、
こ
れ
に
倍
加
し
て
、

努
働
力
と

し
て
の
子
供
も
駁
多
く
r
rし
一
化
け
れ
ば本
泌
が
支

え
ら
れ
な
い
純
済
的
賛
同
が
日
本
の
家
肢
に
み
ら
れ

る

傑
た
明
智

・
高
削
的
殺
必
ハ
緋
付
)
免
措
ぞ
余

儀
な
く
さ
せ
た
の
だ
と
去
っ
て
も
渇
廷
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
共
同
生
活
常
時
営
む
に
あ
た

っ
て
は
秩
序
を
似
つ必
要
か
ら
、
撚
力
者
と
し
て
お

臨
し
て
い
る
家
長
が
絶
針
の
峨
以
止
ぞ
持
つ
僚
に
な
り

こ
れ
が
ひ
い
て
は
主
従
剛
係
や・

線
級
く

桂
、
均せ
る
一

・
K
Mm
川
内に
た
っ
た
と
以
わ
れ
主
寸
。
γ
メ
リ
カ

の
へ

類
聞
明
者
ル1
ス
・

ベ
ネ

デ
ク
ト
女
史
は
U

本
へ
の
生

活
心
理
令
・
解
殺
し
た
そ
の
芥
「
勾
と
別
と
の
中
で
、

日
本
の
主
従
闘
係
は
「
一
方
で
は
一家
陶
然
の
雰
問

祭
そ
泌
し
て
巧
み
に
家
長の
支
俊
慨
が
総
立
し、
他

方
、

女
性
の
治
抗
努
協
に
よ
っ
て
ま
す
l
\

そ
の
地

鳴
は
強
附
た
も
の
と
な
旬
、
川
主
的
表
派
へ
の
か
ま

え
に
よ
っ
て
上
ド

の
「
ふ
さ
れ
し
い
地
依
」
「
身
分
」

の
列
序
が
搬
な
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
ま
す
・
で
は
何
故
多
く
の
人
々
は
例
性
hr，
捨
て

、
ま
で
家
長及
び
そ
の
延
長
で
あ
る
主
主
巾
簡
を

選
し
、

そ
の
無
義
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
F

何
般
多
く
の
人
々

は
大
雪
い

も
の
に
後
か
れ
る
の
そ
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
な
が

ら
も
、
自
分
の
本
日
川
以

ψ
削
げ
て
ま
で
も
他
人
に
必
従

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
F

こ
の
間

題
の
結
論
に
治
す
る
に
は
幾
多
の
以
内
か
考
え
ら
れ

ま
す
が
、

っ
き
つ
め
て
考
え
て
み
る
と
結
局
は
政
命
日

の
安
惨
と
い
う
名
の

.F

に
そ
の
管
後
に
繊
た
わ
る
緩

術
的
不
安
定
感
が
そ
う
芯
せ
て
い
る
の
だ
と
しか
、

邸
ち

、

仰
と
い
っ
て
d
u
n
-
本
へ
の
作
-
Mが
純
済
的
に

濁
立
し
て
い
な
い
併
が
日
本
へ
か
ら例
性
そ
引
キ
煙

っ
て
し
安
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ

は
そ
ろ
で
し
ょ
う
、

も
し
弘
遂
の
生
活
が
完
全
に
保

障
さ
れ
る
と
云
う
見
通し
が
つ
け
ば
何
も
自
分
の
主

援
そ
曲
げ
て
ま
で
お
べ
っ
か
か
・使う
必
要
が
な
い
で

し
ょ
う
、

い
つ
何
時
就
殺
の
泊
が
断
れ
て
も
他
へ
か

ら
供
・
市
今
凶

作
か
さ
れ
な
か
っ
た
ら
.
小
川
淵
の
4
2
で
し

k

ぅ
。
し
か
し
悲
し
い
か
な
、
岡
本
で
は
指
印
刷
生
活

否
、
明
日
の
生
活
さ
え
処
遇
し
の
つ
か
ぬ
そ
の
日

俸

が
武
備
な
の
で
す
か
ら
こ
の紋
態
を
い
く
ら
か
で
も

改
暫
し
な
い
限
り

、
今
迄
泌
り
の
減
私
H
m公
の
生
活

は
泌
が
例
と

叫
ぼ
う
が

、

改
良
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
純
術
的
品
川
倒
ハ
あ
唆
り
こ
ん
な

悦
え

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
〉
と・
ヌ
貼の
抑
泊
か
ら
織
し

山
制さ
れ
る
郷
特
の
雰
間
以
が
、
“
本
へ
や
・
し
て
減
弘

的
、

抑
制
的
、
全
般
主
義
的
人
聞
に
伶
立
て
上
げ、

例
性
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
袋
聞
に
仰
す
と
身
が
危
険

に
岬
噂
され
る
の
で絶
え
ず
自
分
の
心
に
ド
ア
止
主
怒
り

て
内
、
む
だ
け
はの
ぞ
か
れ
た
く
な
い
と
公
号
防
務
手

段
今
時
し
る
の
で
す@
r

度
、
』
れ
は
家
悦
の
締
法
の

ι

し
か
ら凡
て
阿
洋
へ
は
例
議
の
剛
別
立に
よ
り
私
生
活

が
隣
保
さ
れ
て
い
る
の
で
都
悼
の
ド
ア
に
公私
の
陪

m
tザ
-
設
け
る
の
に
到
し、日
本
人
は
家
の
胸
間
に
極

細
般を
め
ぐ
ら
す
ζ

と
に
よ
っ
て
一
際
公
私
の
日
開
別
を

つ
け
、

そ
の
中

の
殺
院
生
活
に
あ
っ
て
も心
の
避
務

所
そ
求
め
る
得
に
n

分
の
心
を
一
刷
機
に
使
い
わ
け
て

そ
の
聞
に
J
U
Z
J

一
慣
の
問
時
・
や
作
っ
て
い
る
と
も
云

え
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
よ
く阿
洋
人
が
日
本
へ

そ
み
て
、
悲
し
い
時
に
笑
っ
た
り、

加
熱
閣
に
・
議
慮
し

た
り
、
成
ぺ
〈

感
情
止を
外
に
表
わ
さ
な
い
で

、

し
か

つ
め
ら
し
い
餌
を
し
て
い
る
の
を
見
て
鰻
制
排
出
来
た

い
と
去
っ
て
い
ま
す
が
無
期
も
派
い
併
で
す
。

で
す
か
ら
例
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も、

そ
れ
は
抑

慨
さ
れ
允
仰
品
川で
あ
り
、

袋
一
向
か
ら
け
地
た
ら
日
本
人

に
は
一
線
に
例
仕
が
な
い
僚
に
比
え
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
抑
賊
さ
れ
た
例
性
、
即
ち内
心
が
他
人
か
ら
却
明

か
れ
た
時
に
は
竣
る
時
に
は
怒
と
な
っ
て
銀
波
し
、

或
る

時
は
前
刷
に
迷
ペ
た様
な
筑
恥
心
と
な
っ
て
みの

ら
わ
れ
る
の
で
す
。
此
の
様
に
日
本
人
の
成
賦
誠
心
か

ら
刷
物
ド
げ
て
、

例
性
の
俄
除
の
以
閃
そ
家
族
制
度
に

求
め
、
そ
れ
か
支
え
る
も
の
に
家M
m締
法
と
日
本
の

続
続
的
欽
般
ル掲
げ
ま
し
た
が
こ
の
家
族
制
度
と一点

い
仰
教
は
そ
の
日
本
へ
の
締
約
に如
何
仕
る
影
軒そ

及
ぼ
し
た
で
し
ょ
う
か
F

こ

の
問
題
に
つ
い
て
は

多
少
紙
加
を4

出
世
す
る
の
で
次
M
で
述
べ
た
い
と
怨
い

ま
す
の
で
今
陶
守
」
れ
で
失
陸
させ
て
替
、
ま
す
。

で
は
地
内
さん
御
円
減
総
ょ
う
・

'(:( 

会
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我
等
の
住
め
る
併
以
を
地
球と
汁
ふ
。

地
球
は
大
字
山
の
一
部
分
に
し
て
、
大
口
然
と

仲代
に
伶
…A
Y。
と

れ

大
挺
m
の
安
な
り
。
と
れ
宝
仙仰
教
に
於
て
大
法
身
附
蛸
陀
と
骨川
ふ
。

衆
生
は
此
の
円
然
よ
り
分
れ
た
る
も
の
な
る
放
に
内
分
と
雷
ふ
。

さ
れ
ば
、

阿
踊
陀
仰
は
一
一
切
栄
生
の
大
み
親
に
し
て
、

余
生
は
そ

の
子
た
り
。
而
し
て
阿
踊
陀
は
無
限
の
慈
悲
と、

無
限
の
光
明
と
、

無
限
の
お
命
と
の
大
精
…
仰
の
持
宅
た
り
。

害
等
r
va
た
ろ
も
の
は
、

尻
町
に
と
の
親
に
し
た
ひ
、

却
に
蛾
し
、

観
の
御
9
引
を
呼
ぶ
取
に
よ
り、

そ
の
側
係
を
深
く
す
る
市
b
L仰
る
。

と
の
桜
子
の
深
い
山聞係
を
脳
級
と
名
づ
け
る
。

此
応
に
M
Wて
HA
H等
栄
作
…
の
救
は
る主
逃
が
あ
る
。

何
が
放
に
名
披
を
稿
す
る
柑
引に
依
り
救
は
る
h

ゃ
。

帥
の
本
刷
h
H

• 
---
i
s
i
-
-
i

・
e

・

-
i
j

i
-
-
-
i
-
-

2
2
i
 

の
功
犯
に
依
る
た
り
。

引
等
は
と
の
郡
佐
川
ピ

て
m例
名
す
る。

印
ち
と
れ
「…
悦
ひ
な
く
深

く

れ
いじ

て
前
線
阿
蛸
陀
帥
と
祝
日
び
附
ふ
:
:
・
:
:

一

ﾗ

x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

浮
土
敬
僻
論
の
よ
う
な
前
掲
の
一
文
は、

父
が
「品
川
家
代
々
〕
脱
出
弘
一

と
題
し
て
捜
し

て
い
た
、
厚
い
記
録
の
序
文と
も
言
う
べ
き
も
の
の

一
節
で、

表
題
は
「
れ
心
必
訣」
と
さ

れ
て
い
た
。

五
六
年
前

.

父
は
と
の
交
を
弘
に
比
ぜ
て
批
判
し
て
拠
れ
と

脅
っ

た
。
一
生
百
仇
で
迦
ど
し

.

片
の
小
原
佼
し
か
川
泣
い
父

に
し
て

は
、
ぷ
に
ぷ
附
ら

し
い
と
の
交

に
感
服
し
た
犯
は
‘
暇
を
み
て
お
し

取
っ
て
む
い
た
。
ー
は
JU
行
と
も
に
員
制
た
怠
的
行
帆
の
で
あ
っ
た
の



明
、
あ
る。

品
し
て
、
と
の

「M
m史
』
代
、
次
o
m
Mな
も
の

三
の
父
が

.

去
る
八
円

-

五
円
、

銃
川
町
りの
相
川
市と
共
に
判
悼
の

如
く
此
の
世
を
去
っ
た
。
而
も

絡
に
、
あ
れ
秤
ま
で
に
巾
し
た
念
仰

に
も
救
わ
れ
る
事
汝
く
、
円
己
の
矛
加
し
た
安に
摘
み
つ
L

死
ん
で

行
っ
た
。

い
や
、
救
わ
れ
て
日
前
た
の
か
も
知
れ
友
い
。
お
け
知
識
の
念

悌
に
よ
り
、
ど
ん
友
極
悪
人
で
も
放
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
の

様
に
念
備
し
絞
け
た
芸
人
の
父
が
救
わ
れ
ぬ
舎
が
な
い
。
き
っ
と
救

わ
れ
て
居
る
。
訟
は
そ
う
口
ゃ
る
の
だ
。

し
か
し
‘
自
に
見
る
晩
年
の
父
は
常
に
脊
悶
し
て
居
た
。
一
一
一
悪
道

に
搭
つ
べ
き
人
間
、
い
や
落
ち
て
居
る
自
己
の
安
に
背
朋
し
て

M

た
。

そ
し
て
、
そ
れ
放
に
と
そ
山
・
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
念
帥
で
あ
る
の

に
、
何
件
以
か
四
五
年
前
に
は
ピ
タ
リ
と
と
れ
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。

漸
く
と
の
.
切
、
ス
小
し
始
め
た
父に
は
、
過
去
の
如
き
倣
将
念
仰
の

を
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
絡
に
、
父
は
、
そ
の
ま

h

の
悩
み
を
と
の

慨
に
期
間
め
て
、
壊
建
を
後に
し
て
し
ま
っ
た
り
だ
。

、
J
M

lν
 か

ら
的
也
、
って
い
的
た。

• 

A
u同
家
体
訓

て
榊
働
組
先
の
御
息
を
忘
れ
や
大
切
に
致
す
布
市

一
、
繭
陀
の
本
騎
念
帥
仰
の
六
午
を
臼
夜
本
明
す
可
き
事

て
忠
孝
仁
義
を
守
り
、
人
世
を
渡
る
率

二
家
内
和
合
し
、
家
事
を
勉
強
す
る
事

一
、
諸
事
倹
約
をu
uと
し
‘
宮
家
を
椴
承
す
可
書
己
事

合
総
々
雌
止
す
す
可
し

昭
和
二
年
一
川

ニ
代
主

安
居
忠
次
郎
作
古

x 

x 

ﾗ 

x 

x 
x 

や
・
い「灯
心
必
訣
」
は
、

訟
が
お
し
て
山
口
い
た
の
が、

法
然
上
人

御
法
M
n
M
附
悦
に
入
れ
で
あ
っ
た
の
守
、
と
れ
芝
川
度
比
る
と
と
が
川
市
水

た
。
し
か
し
姥
念
な
と
と
に
、
後
乍
は
何
ほ
か
へ
無
く
な
っ
て

M

た
。
そ
し
て
‘
常
・例
と
L

に
掲
げ
た
も
の
が
、
人
，
洩
っ
て
加
る
。
前

令
・
の
今
日
交
で
あ
る

。

と
の
後
の
方
に
は
、
念
仙
の
有
難
い
所
以
を
述

べ
、
そ
れ
放
に
子
々
孫
々
に
至
る
全
で
念
仰
を
僻
つ
て
は
な
ら
ぬ
と

恕
々
と
成
め
で
あ
っ
た
は
に
記
憶
し
て
店
る
。
が
瑞
念
な
と
と
に
、

ど
の
慌
た
文
で
あ
っ
た
か
弘
の
踊
に
は
洩
っ
て
店
友
い
。

(23) 

悲
し
み
の
知
能
も
的
ね
っ
た一
円
、

弘
は
父
の
悩
み
が
ど
の
慌
で
あ

っ
た
か
を
知
り
た
い
と
思
い
、
生
前
父
が
愛
制
し
て
射
た
仙
件
や、

何
か
肝
げ
を
唆した
も

の
よ
な
い
か
と

文
却
を
探
し
た。
フ
ト

H
.っ
て

父
に
比
せ
ら
れ
た

、

U
心
必
訣
」
な
る
も
の
を
思
い
川
し
、
急
い
で

{伶
川
家
代
々
栴
史」
を
取
り
山
川
し
て
め
く
っ
て
凡
て
篤
い
た
。

そ
れ

が
な
い
の
?
あ
る
。

政
り
取
ら

れ
て
舟
る
の
で
あ
る
。

い
つ
取
ら
れ

た
か
知
ら
ね
が
、
破
。
取
っ
た
後
だ
け
が
、
異
政
危
紙
の
切
れ
目
を

x
 

「併
問
自
然
体
訓
一
で
も
分
る
様
に
.
父
は
非
常
た
八
ゆ
仰
行
事
の
で
あ
っ

x 

x 
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た
。
何
時
凶
か
ら
か
分
ら
ぬ
が
、
少
く
も
私
の
生
れ
る
以
前
か
ら
の

と
と
で
あ
る
ら
し
い
。
今
日
で
も
制
け
ら
れ
て
知
る
「
念
怖
Aと
と

汁
う
の
が
あ
る
。
と
れ
は
、

菩
提
寺
に
訂
芯
が
水
品
川
た
持
ち
ょ
っ
て

旬
月
ニ
ト
五
円
に
別
時
念
的
併
を
や
る
の
で
あ
る
。
と
の
令
は
大
正

十
四
年
に
、

父
と
、
情
品
川
之
誌
と
脅
ろ
も
う
一
人
の
念
伸
行
滑
と
が
殻

起
人

に
な
っ
て
作
っ
た
も
の
守
あ
る
。
そ
れ
砲
に
平
く
か
ら
念
仰
の

行
品
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

・
米
だ
六
七
哉
の
.
切

、

野
良
か
ら
郎
り

、

暗
い
泣
舵
の
下
で
の
タ
鈎

も
総
り
‘
行
次
の
掠
な
タ
ル
風
向
に
入
h

ヘ
暗
い
夜
症
を
‘
父
憶
に

乎
を
引
か
れ
て
念
働
令
に
行
っ
た
記
憶
が
、
広
の
脳
中
傑
く
印
象
づ

け
ら
れ
て
が
る
。
五
燭
の
が
地
般
の
下
、
政
い
本
官
で
十
人
科
の
人
が

懸
命
に
念
伸
を
す
る
と
ろ
は
、

訟
は
僚
の
臨
ま
く
ら
ぜ
心
よ

い
限
り

に
滞
ち
て
い
る
と
と
が
多
か
っ
た
。

続
て
も

‘

さ

め
て
も
.

そ
れ
と
そ
刷
で
ぜ
も
自
ら
湖
き川
旬
。
械
な

父
の
念
仰
は
、
そ
の
懸
命
な
n

常
生
前
と
と
も
に

、

村
の
伴
判
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
父
は
水
飲
み
百
姓
か
ら
‘
今
日
の
安
糾
家
を

築
い
た

の
で
あ
っ
た
。

一
帯
に
怖
教
幻
仰
の
蝶
ん
た
と
の
地
方
で
は
(
滋
賀
脈
故
知
抑
制

伎
町
)
と
う
し
た
が
米
は
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
。
そ
し
て

、

判
タ

は
ど
と
の
家
か
ら
も
家
内
山
中
の
μ
副
総
の
院
が
聞
え
て
来
る
。
一
一
一
政
の

泣
子
も
坊
さ
ん
並
み
の
粧
を
読
む
と
官
っ
て
も
過
言
で
た
い
。

や
で
は
何
か
事
あ
る
い
付
に
ほ
品
ん
な
法
.
裂
が
持
ま
れ
る
。
そ
し
て
必

守
主
か
ら
眺
叫
に
か
け
て
説
教
が
あ
る
。
村
中
を
あ
げ
て
と
れ
に
参
消

す
る
と
と
は
打
う
ま
?
も
な
い
。
そ
し
て
父
の
灯
仰
は
、

と
う
し
た

辺
境
と
、

そ
の
影
符
と
か
ら
芥
ぱ
え
た
も
の
な
の
℃
乱
仰
ろ
う
。

た
ピ
聞
く
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
父
は
、
地
ん
℃
設
教
師
に
m
H問

に
川
か
け
た
り
、
+
品
川
州
提
寺
の
住
肢
に
た

H為

し
た
り
、
内

ら
仙
批
判
を
求

め
て
読
ん
だ
り
し
た
。
そ
し
て
、
父
の
仰
教
に
闘
す
る
知
識
は
、
叉

大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
が
「
信
心
要
訣
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

x

x

x
 

何
故
父
は
.
と
の
一
伝心
要
訣
」
を
一
此
の出
前
に
破
り
捨
て
た
の

で
あ
ろ
う
か
c

捨
て
ね
ば
怠
ら
た
か
っ
た
の
℃
あ
ろ
う
か
。

と
L

に
、

父
の
梢
み
が
仰
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
の
一

端
が
知
ら
れ
る
。
印
ち
父
は
、
あ
の
椋
に
虫
々
と
掲
げ
た
れ
M
心
必
訣

I
l
a
-分
・
て
れ
は
昭
和
二
年
に
告
か
れ
た
も
の
な
あ
ろ
ろ
|

|
と
、

近
時
の
父
の
心
欣
と
行
肢
と
に
大
き
な
迎
い
、一
史
には
矛
加
を
感

ヒ

、
恥
を
後
伏
に
さ
ら
す
と
と
を
恐
れ
、
と
れb
L山
出
世
し
て
行
っ
た

の
明
、
あ
ろ
う
。

し
か
し
絡
に
、
父
は
円
己
の
悩
み
を
何
滑
に
も
訴
え
る
邸
な
く
、

唯
円
己
の
な
か
に
と
れ
を
也
践
し
‘
川
い
か
に
世
灯
の
形
で
利
払
に
訴
え

た
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
遺
書
ら
し
い
も
の
も
、
ね
に
問
問
え
ん
と

し
た
乎
紙
の
下
咋
き
以
外
は
、
何
も
比
い
川
す
と
と
が
川
来
な
か
っ

た
。
訟
は
‘
と
の
中
か
ら
父
の
桝
み
の
一
端
を
け
凡
て
み
た
い。

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

山
叩
年
現
?
父
秒
は
脂
随
院
に
来
て

J
f
F
1
 

牛
月
初
何
人
必
働
生
前
を
紫
し
ん



だ
。
U
λの
近
況
をけ
凡
て
、
少
し
で
も
将
び
の
念
仰
が
巾
せ
る
椛
に
し

て
や
り
た
い
と
川
ゆ
っ
て
老
人
二
人
を
山
辿
れ
て
来
た
の
ぜ
あ
っ
た
。
と

れ
に
は
父
は
随
介
羽
ん
だ
。
そ
し
て
御
純
の
制
限
り
を

、

久
々
に
低
を

取
っ
て
ょ
と
し
て
米
た
。
そ
の
時
に

大
正
十
四
年
念
的
品
"
を
後
起
し
一
先
生
育
ふ
事
は
安
心
し

て
‘
念

働
生
前
に
越
進
し
、

食
之
世
帯
で
あ
ら
ゆ
る
事
を
切
り
抜けて
来

ま
し
た
。

然
る
に
昭
和
二
十
千
九
年以
後
、
夜
分
少
し
も
睡
眠せ
歩
、

動
物

の
中
で
笑
ふ
の
は
人
川
に
映
る
の
に

.
人

-
V
H
と
到
践
し

で
も
笑
ふ

柑
舶
が
州
旅
な
く
な
り
まし
た
。
よ
っ
て
人
生
堂
鍛
し
く
恥
し
た
都

が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
一
一
必
泊
に
必
ち
て
が
る
掠
な
剥
が
し

て
五
制
残

念
で
す
。
仰
の
L
4
M制は
厳
は
ぬ
け
れ
ど、
前
に
述
べ
た
次
第
、
伎

作
中
人
間
並
み
の
生
前
に
と
念
願
で
す
。

( 25 ) 

と
そ
の
志
向
備
の
肢
を
訴
えて
来
た
。
と
れ
よ
り
先

、

父
は
一
寸
し
た

約
訴
を

し
た
。
老
人

の
必
管
症
の
棋
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
と

の
病
気
が
あ
っ
た
伐
に
父
の
悩
み
が
川
て
来
た
の
か、

と
の
悩
み
が

あ
っ
た
岱
に
父
が
必
敏
症
に
た
っ
た
か
は
分
明
明
、
な
い
。
し
か
し

、

千
静
に
な
っ
た
父
に
は.
何
か
人
生
が
而
内
く
な
か
っ
た
。
笑
う
w
v

が
山
来
た
い
も
の
を
感
じ
て
川
た
。
.
北
も
恐
れ
や
、
-
本
聞
を
陥
と
れ
川

じ
乍
ら
も
.
人
生
が
州
内
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
耐
円
く
な
い
と

感
や
る
円
己
の
安
が
、
三
刊
紙
道
に
陥
っ
た
桜
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し

• 

• 

て
、
絡
に
、
念
仰
さ
え
も
n

に
す
る
易
斜
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

職
後
の
枇
A
Wの
悦
飢
と
、
状
相
の
持
唆
は
‘
味
剰
な
い
も
の
マ
あ

っ
た
。
そ
し
て
父
は
よ
く
、
と
の
都
を
慨
飲
し
て
が
た
。
と
ん
な
取

も
父
役
と
の
械
に
し
た
阪
凶
の
一
つ
で
あ
っ
た
守
あ
ろ
う
。
叉
戦
後

経
済
の
以
飢
は

‘

必
村
に
非
常
な
影
細
切
を
興
え
た
。
球
る
殺
は
聞
で

柴
ぇ
、

或
る
品
の
は
そ
の
結
果
又
失
敗
浸
落
し
た
。
と
れ
も
叉
そ
の
一

つ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

し
か
し
父
に
は
、
も
っ
と
深
い
人
間
的
友
情
み
が
僻
ん
で
が
た
。

そ
れ
は
‘
生
と
托
の
谷
間
に
也
か
れ
た
人
間
の
栴
命
的
た
悲
劇
と
も

宵
う
べ
き
発
え
の
以
特
で
あ
っ
た
。
「
句
席
」
と
脅
ろ
郡
世
の
諸
砲

は
、
人
間
の
桁
命
的
布
慌
の
凝
縦
で
あ
る
と
共
に
、
又
そ
の
起
立
件
、

あ
る
。
そ
し
て
又
そ
れ
は
趨
さ
れ
た
唯
一
の
逃
挫
で
も
あ
る
。
備
投

は
と
れ
に
つ
い
て
就
く
と
と
ろ
持
に
綿
荻
で
あ
り
、
川
到
で
あ
る
。

伝
仰
に
生
き
た
父
が
、
と
れ
に
つ
い
て
父
友
り
の
人
生
翻
を
純
立

し
、

死
を
超
克
し
、
超
生
保
土
を
信
じ
て
居
た
事
は
、

前
仰
向
の
脱
出
さ

れ
た
文
に
依
っ
て
知
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
して
.. 
内
え
念
怖
を
巾

さ
な
く
な
っ
た
脆
年
さ
え
も
‘
と
の
事
へ
の
般
信
は
ゆ
ら
い
で
い
友

ぃ
。
に
も
拘
ら
や
、
父
は
人
生
に
封
し
て
何
故
か
興
味
を
失
っ
た
。

n

己
が
救
は
れ
る
郡
白
と
は
別
に
、
と
の
快
の
持
み
に
W品
川
び
を
感
じ

な
く
な
っ
て
来
た
。
品
創
成
し
た
リ
粧
台
へ
の
反
逆
か
、
n

己
の
H
Kい
人

生
か
ら
来
た
結
局
か
、
と
も
か
く
突
っ
て
生
前
す
る
耶
に
府
雌kh

し
さ
を
感
じ
附
し
た
。
版
離
油
開
十
ぃ
欣
求
浄
土
と
骨

H
う
と
と
が
、
質
感

と
し
て
味
は
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
ろ
かG
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訟
は
と
れ
に
封
し
、
良
両
門
に
人
生
を
考
え
る
悼
の
は
突
っ
て
世
帯

い

ら
れ
ぬ
。
災
A
Jて
μ
る
内
に
人
生
を
経
る
人
は
.
本
位
二
人
生
を
u
り

え
て
店
ら
.
ぬ
から
だ
ν

一
寸
先
は
暗
黒
で
あ
る
。
そ
れ
故
巳
と
そ
念

織
を
巾
'
し
、
そ
の
巾
・
に
存
ぴ
の
生
訴
を
殻
比
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
悩
む

父
に
制
限
し
た
。

し
か
し
、
父
の
梢
み
は
仲
々
に
解
け
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
以
後

に
浅
さ
れ
た
諮
九
ら
し
い
拡
あ
て
の
子
紙
の
ド
討
さ
の
中
に
も

幡
随
院
で
念
悌
三
昧
生
前
で
も

し
た
ら
如
何
と
思
い
、
而
も
御

念
帥
な
ら
一
-
一
ツ
佐
竹
〈

町
名
V
T
も
引
へ
ら
れ
る
が

、

n

k

L
小
川
仙
の

帯
び
が
山
梨
ぬ
の
で
脅
し
ん
で
加
を
す
e

如
何
に
し
た
ら
安
心
の

生
析
が
山
内
楽
る
か
を
御
考
へ
下
さ
い
。

と
、

切
々
の
似
内
閣
を
訴
え
て
い
ろ
。
而
も
、
来
年
芹
艇
や
・
で
行
わ

れ
る
ん
川凱
七
百
五
ト
年
泌
忌
大
法
制
忙
を
柴
し
み
に
し
て
日
前
る
と
性
き

乍
ら
、
絡
に
そ
れ
を
待
つ
と
と

た
く
、
昨
を
拾
て
L

し
ま
っ
た
。

x

x

x
 

何
故
に
父
は
あ
れ
如
何
の
念
帥
行
符
で
あ
り
な
が
ら
絡
に
将
び
の
仲

t

荊
に
入
り
仰
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
処
し
て
企
仰
は
、
と
の
印

友
人

の
悩
み
を
解
き
削
げ
な
い
の
寸4の
ろ
う
か。
乙
れ
へ
の
解
党h
は
、

様
k

に
鵠
さ
れ
得
る
ぜ
屯
の
ろ
う
c

犯
は
、

集
っ
た
念
的
合
の
人
々
に
、

「も
う
一
歩
、

父
が
附
み
切
っ
て
念
仰
を
中

し
て
く
れ
た
ら、
と

の
悩
み
は
昨
け
た
台
し
よ
う
。

生
じ
つ
か
な
知
泌
が
、

逆
に
さ
全

た
げ
と
な
っ
た
心
わ
も
知
礼
を
せ
ん
一

と
弘
た
'
d
の
併
科
-
Pも
し
て
‘
日
計
々
念
怖
に
ド
け
も
拡
に
と
す
L

め

た
。
し
か
し

.

と
の
解
制
作
に
も
.
紅
は
自
信
が
た
い
c

そ
し
て
弘
は
.
め
の
肢
に
悩
ん
だ
父
で
は
あ
っ
た
が
、「本
聞
は

縦
わ
ぬ
け
れ
ど
も
」
と
♂
っ
た
あ
の
れ
仰
の
必
礎
の
卜

一に
、

以
後
の

蹄
間
に
は
、
白
己

の
救
わ
れ
て
糾
る
邪
を
灯
じ
っ
弘
、

川
刊
を
迎
え
た

に
迎
い
な
い
。

生
じ
つ
か
な
叫
で
す
る
と
れ
等
の
砿
の
解
符よ
り

、
身
を
以
て
念

仰
し
て
来
た
父
に

、

μ以
後
の
勝
利
は
川
附
し
て
射
る
台
あ
ろ
う。か
く

れ
じ
て
弘
は
父
の
持
制
を
祈
っ
て
い
る
。
ハ
幡
町
院
作
戦
)

• 

P 
t 

、'‘・‘'、，、

志

寄

附

特
一
金
千
附
也

北
山
良
一
筋
桜

前
田
繁
子
様

和
田
正
系
綾

一…

f1. ~ 

右
向
労
9
引
を
制
げ
、御
品
川
・
，
じむ
に
以
く
御
棒
.
巾
上
げ
ま
す

。

法
然

上

人

償
仰

令

、、
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書

案
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ナ
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ハ=
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線
仲
間
年
慈の
、

自
分
旬
防
司
は
し
っ
か
り
と
し
た
念

仰
信
仰
を
総
立
し
て
い
る
が、
現
代
の
背
年
で
あ
る

自
分
の
子
供
遂
に
は
こ
れ
を
ど
お
設
明
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
。
青
年
法
は
浄
土
の
存
在
な
ど
、
碩
か
ら

脊
申
比
し
て
し
ま
う
の
だ
が
。
こ
う
い
っ
た
質
問
に
到

し
て
、

結
域
同
時
↓
J，
が
川
柳
敬
文
化
研
究
合
の
続
前
(
東

京
銀
殴
・

日
本
堂
唆
川
店
凶
隣
・

綴
迦
土
暇
〉
で
同

然
い
さ
れ
た
の
が
木
市
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
代
問
は
践
に
よ
く
き
く
。
と
問
時
に

深
〈
自
分
の
侭
仰
宏
、0
0
か
え
っ
て
み
る
と
、
こ
の

疑
問
が

、

幻
仰
を
終
る
か

、

得
ら
れ
ぬ
か
の
わ
か
れ

目
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
給
総
同
時
士
は
人
も

知
る
現
代
興
宗
閣
官
人
の
最
先
端
に
立
つ
方
で
、
唯
識

問ψ
の
淡
い
法
滞
の
と
に
、
近
世
米
は
侭
宗
教
・
義
、
特
に

数
行
信
殺
を
と
り
あ
げ
た
。
新
し
い
穆
訟
を
主
獲
さ

れ
て
い
る
。

「
修
士
資
殺」
の
附
加
問
は
、
院
宗
に
限
ら
ず
、
本

宗
に
と
っ
て
も
豆
電
な
本被
で
あ
る
の
で
、
救
え
て

こ
こ
に
寸
紹
を
こ
こ
ろ
み
た
次
第
で
あ
る
。

こ
の
質
問
に
到
し
て、

帥
博
時
士
は
二
つ
の
而
か
ら
答

え
を
穆

理
性
附
絡
柑
と
い
う

こ
と
と

何
侭H加
製
磁
の
岬
浮
巾
土
教
的
性
附
絡
術

と
い

う
こ
と
と
で
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
反
っ
て
似
立
を

ゆ
が
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
省
略
す
る
が、

一
要
す

る
に
、

浮
土
と
は
色
々
と
口
持
機
的
に
設
か
れ
て
い
る

が
、

そ
れ
は
「
そ
の
ま
ま、

燃
側
で
あ
り、
.

ゃ
附
ザ←

如
で
あ
り
、
秩
序
や
人
絡
を
超
越
し
た
よ
う
な
説
明

が
さ
れ
て
あ
る
」
の
で
ふ
め
る
。
そ
れ
た
、
句
、
何
故
浄

土
を
叫
樹
祭
務
麗
な
も
の
と
し
て
表現
す
る
か
。
そ
れ

は
「
仰
教の
健
制
却を
日
持
続的
に
示
せ
ば
何
で
あ
る
か

と
い
う
こ

と
を
あ
ら
わ
す
た
め
で
あ
る
。
と

、

天
親
・

公
m瑚
刈
仰
を
引
川
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
よ
り
も

、

も
っ
と
根
本
的
な
問
題
は

、

融
市
土

0
4・
「
あ
る
と
か、
な
い
と
か
い
う
削
か
ら
m副
総し
よ

う

と

す
る
の
は
、
仰
はは

、

五
危
な
滋
解
の
方
法
で
は

な
い
。
」
「我
々
が
そ
う
い
う
問
題
に
す
ぐ
ぶ
つ
か
っ

て
行
く
態
度
と
い
う
も
の
は

、

本
賞
に
海
士

、

如
来

を
理
解
す
る
態
度
で
た
く、
市
土

、

如
来
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
別
な
態
度
と

方
向
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
・
1

何
紋
な
ら
、
倒
教

の
古
来
の
典
錯
そ
通
じ
て
、

今
ま
で
「
お
浄
土
や如

来
線
が
4健
在
す
る
と
か

、

し
た
い
と
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、

そ
れ
含
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
も
の

が
}
つ
も
な
い
」
こ
と
か
、
均
し
て
い
う
こ
と
が
出
来

三

従
っ
て
替
毎
土
守
て
う
い
っ
た
あ
る
な
し
の

問
問
か
ら
考
え
る
べ
き
で
は
な
く、

も
っ
と

、

ち
が

っ
た
角
度
か
ら
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
博

士
は
「
開
法
の
針象
」
と
し
て
設
か
れ
た
も
の
勺
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て、

φ
め
る
な
し
に
こ
だわ

っ
て
い
る
人
に
は
、
本
特
例
の
浄
土
は
求
め
ら
れ
ぬ
こ

-
t
を
示
唆
さ
九
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、
移
土
と
は
一
腹
あ
る
の
か
な
い

の
か
、

と
せ
ま
っ
て
く
る
人
の
た
め
に

、

同
博
士
は
悶

加
点の
現
訟
を
以
っ
て
終
え
ら
れ
る
。
す
なわ
ち

、

仰

数
の
根
本
Mm
m械
で
あ
る
「問
来
の
理
絵
」
に
立
つ
制
限

り
、

浄
土
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

ま
こ

と
に
、
む
づ
か
し
い
問
題
を
倣
々
一
一
一
十
頁
の

小
幼
子
の
上
で
総
別
居
さ
れて
い
る
こ
と
に
は
、

川
内
士

の
穆
問
的
手
腕
に
預
る
と
こ
ろ
が
多
い
であ
ろ
う
が

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
日
時
土
の
弔
問
貨
獲
釘
ち
し
て
い

る
、

強
烈
た
興
宗
伯
仰
の
、

続
き
っ
き
し
て
や
ま
ぬ

と

い
う

、

ほ
.

の
ほ
の
如
き
然
情
が
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
ハ
N
-

T
υ

な
お
「
浄
土
」
の問
題
に
つ
い
て

、

本
市
ポ
如
般
向
の

論
考
を

、

十
二
月
畿
の
特
集
と
し
て
漁
定
し
て
お
り

ま
ず
か
ら

、

御
期
待
下
さ
い
〈ハ編
続
部
〉
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11 

ー

凶
間
六
1
h

首
旬h
ヶ

安立
J=I 

原
ー
ー
関

ぃ
・
，

1
1
1
2
 

普1)

一

• 

栴

説
件
以
然
僚
の
勅
修
御
仰
に
、

安
一%
一%
午、
L
Lへ
凶
十

一..
 
哉
、
少
の
小
で
支
郊
の

内
務
次
郎
、
ル
「
金
色の御
安
bz
以
て
・
上
へ
と

相
礼
へ
給
う
と

仰
へ
ま
す
。
こ

の
物
M
M
h宮前
也
と
し、
問
符
に
て
、

防
艇
…
阿
鎖
陀
仰
の
、

六
ハチ
名
減
交
続
く
も

の
で
ナ
。
k

人
の
御
数
を
、
阿
H
外
教
と
前
激
す
る
穆
串
引
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問

符
闘
は

、

こ
の
立
場
に
て
L
Lへ
、

そ
の
門
ド
抄
に
、
法
波の
持
智
融
の
御
教
や
・

品
世
陣
。
と
し
て
い
ま
す
。
一
一
部作
小
、
品
別
府に
、
阿
蛾
陀
如
店m
bz
、
後
仰
に
、
市

銀
す
る
人
t
f
e

説
き
、
次
で
笠
上
へ
物の
、

向
問
・
同
容
に
て、
仰
と

人
の
聞
係
を

明
し
、

結
冶
伸
、
南
無
阿
繍
陀
品
開
の
念
仰
ふ
、

そ
の
一
念
々

、々

そ
の
宏
、
、

が

へ
法
一
段
の妙
境
に
住
む、

非
川
ゆ
非
織の
お
M
m人
そ

の
絵
慌
た
る
与
を
淡
は
さ

ん
と
願
う
も
の
で
す
。

• 

萩

行
l
l

建

ー民
主主

山
山
山
内
前
什

何
崎
将
ケ
川
町問
舶A
n
l問
符
形
式
に
よ
る布
教

笠
卜
.
へ
物ll

・
-
-
名
l

間
一
行
(
坊
主
〉
巾
、

掛
川
チ
カ
l
l

て
名
|
木
魚
、
錠
段
、
太
波

注
意

て
出
前
者
は
、
川
崎
本そ苫
み
交
し
、

同
舟
の
附
記
を
製
せ
ず

乙
..
 
un
 

両日

1在:

。
歩
行
訓
の
様
子
に
て
閉
村
、
笠
し
し
、
本
常
内
姉
、
前
市
に
て
参
加州
者
仏
封

す
。



服
従
l

冠
、
仮
雨
、
慈
、
法
衣

o
m
H

捌
の
副鳴り
十
に4也
、
問
符
串
喝
、

用
、
乙
、
定
お
よ
り
笠
L
L、

服
装
|
法
衣

申

「
ヨl
ゥ
、
こ
れ
は
、

お
久
し
、

1
1

何
路
へ
」

乙
「
こ
れ
は
1
\
|
|
私
は、
A
7か
ら
問
符
誘
致
を
聞
き
に
」

甲

「
エF
」

乙
『
そ
う
ネ
ー
で
は、
念
の
岱
に

、

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
」

命
入

、

側
担H
僚
の
前
に
坐
り

、

合
総

申

「
悶
詰
打
線
/
\
、
お
伺
い
申
し上
げ
ま
す
f
\

」

A
U問
に
感
じ

、

現
詰H
、

蓮
を
持
ち
上
ぐ

、

同
人
吃
穂
、

間
「
コ
1
ν
、

跨
く
な
l

、

ワ
シ
は
、
問
答
説
教
に
、
御
出
張
の
生
販
品H
じ
ゃ

お
前
遂
の
解
ら
ぬ
事
は、

相
川
ん
で
も
向
く
が
よ
い
」

乙

「
ハ
イf
\

、

ア
ノ
l
、

例
僚
は
、
何
時
陶に
、

居
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」

&
嬰
円
援
を
改
め

間
「
よ
い
竣
1
\

、

よ
く
開
聞
く
が
よい
。
今

、

お
前
・
達、
抑
制抗
日
の花
聞
き

、

仰

を
陥
く
。
ヲ
シ
は
慈
悲
の
心
を
以
て
仰
を
授
か
ん
」

悶
「
南
無
阿
錫
陀
仰
1
\
、
ア
ノ
1

解
り
易
く
お
話
し
ド

さ
れ
」

限
「
で
は
|
|
今、

お
前
述
が
、
筒
然
附
加
珊
陀
仰
の
、

お
念
仰
を
初
へ
た
ノ
1

そ
の
念
仰
を

、

六
本
の
光
捌
名
鋭
と
云
う
。
お前
法
の
問
う
仰
の
御
名
は
、

六
中Tが
山
中の
問
、

阿
湖
陀
仰
じ
ゃ
」

一雨
「
ハ
イ
1
1
阿
煽
陀
園
町」

限
「
A，
か
ら
、
一-
F

・
ム
行
年
主H
・
印
度
に
生
れ
給
う
た
将
迦
如
来
胤
怖が
こ
の

阿
甥
陀
如
来
の
、

開
山Lへ
祭
壇
理
の
御
怨
を
設
か
れ
た
の
じ
ゃ
。

御
修
行
中
が
法

必
比
丘

、

そ
の
修
行
満
足
し
ゅ
付
身、

そ
の
閃
土
、

故
に
栄
ル
比
例
削
除
の
本
願

成
就
し
て
、
阿
錫
陀
如
来と
銃
せ
ら
れ
た
の
じ
ゃ
」

陥
「
ハ
イf
\

阿
淘
陀
臨
時」

翻
「
そ
の
阿
甥
陀如
来
の
御
慾
の
股
・
ズト4
1
l

開
の
仰
は
、

に
住
み
給
い、

そ
の
御
慾
に
て
、
衆
生
を
済
度
し
給
う
」

爾
「
へ
1
1

」

乙
「
一
一
一
人
で
す
る
設
教
闘
で
す
ヨ
」

甲
「
一
一
一
人
で
j
l

初
耳
だ
l
l

私
も
行
き
ま
し
ょ
」

乙
「
阿
煽
陀
僚は

、

今
、
極
指
摘で
、
御
設
滋
中と
聞
き
ま
す
が、
ど
ん
な
簡
で

し
ょ
号
ネ
」

〈却 〉

甲

「
ア1
川
、
|
|
何
を
云
い
ま
す
か1
l

仰
織
の
御
説
法
は
、
w
w厳
僚
の
倍

そ
開
か
ん
と

、

問
へ
ま
せ
ん
て
簡
が
、
あ
る
や
ら

、

な
い
や
ら
、

同
州
駒
栄

が
、

あ
る
と
か

、

な
い
と
か
」

乙

「
そ
こ
で、
お
幼
僚
に
、
街
祭
は
、
本
設
に
あ
り
ま
す
か

、

と
結
ね
る
と
ム

ニ
ヤ
1
1

無
い
と
符
で
そ
れ
で
は

、

無
い
か
と
附
〈
と
、
ム
=
ャ
f
\

あ

る
と
容
へ
る
・
そ
の
ム
ユ
ヤ
1
\
が
解
ら
な
い
ん
で
ネ
。
あ
っ
た
り
な
か
っ

た
り
、

本
掛
川
に
溢
う
ワ
イ」

企
一山
附
人、
腕
念
総
み
思
然

、

そ
の
中
、
叩
、
製
H
臨
時に
気
付
き

m
-
「
ア
ハ
、
、
私
は
紙
付
か
な
ん
だ
、
此
胞
に
、
問
品
川僚が

、

立
っ
て
肘
ら
れ

た
。
私
達
の
認
を
、
附
い
て
m
mら
れ
た
」

乙
「
何
を
云
い
ま
す
・
石
抽
師
、
石
聞
記

H
に
、
請
が
解
り
ま
す
か」

間
甲
「
と
こ
ろ
がl
i
m
l
世
i

管
と

、

名
譲
っ
て
府
ら
れ
ま
す
ヨ
|
|
世
間
の

話
を
開
く
と
ネ
」

そ
の
御
綴
の
中
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観
「そ
の
御
慾
を
、
阿
新
陀
如
来の
l
!

御
山
聞
きl|

法
と
云
う
の
じ
ゃ、

仰

滋
の
法
じ
ゃ
」

一蹴
「ホ
1

ウ

」

顕
「
そ
う
じ

ゃ
、
i

傍
の
絵
、

l

き
こ
と
の
絵
じ
沖
l

l

傍
は
、

そ
の
ま
こ
と

の
絵
そ
の
も

の
じ
ゃ
」

同
「
ハ
イ
1
\

」

翻
「法
の
仰
と
は

、

法
の
御
九
百
、
印ち
法
身
じ
ゃ
。
法
の
御
身
で
あ
る
か
ら

、

汝
遂
の
日
で
舜
む
宮
市
も
ー
ーその
手
で
錫
れ
る
併
も

、
出
来
ぬ
l

ー

が
|

|

何
時
も
生
き
l
\

活
き
て

、
生
き
通
し
の
御
身
じ
ゃ
」

刷
「
へ
エ1
」

m
「法
の
御
山河
は、
叫
開bz制
り

f
\

山
巾々
に
、

般
市慨
に
集
長
ぜ
泌
け
る
。

専
門
語
で
は
、
物
心

一如
の
、

宇
宙
大
生
命
の
、

法
制
に
飴
っ
て
動
く

絞
れ

を
云
う
」

同
附「
ウ1
ム
」

回
附「解
り

n
m〈
、

mw
へ
れ
ば
、
枇

の
ゅ
の
一
切
の
動
き
は

、

統
て
鈍

化
、
消

和
の
法
則
や
級
相返
し
て
止
む
事
が
鍵
…
ぃ
。
こ
れ
は

、

法
に
飴
っ
て

、

生
る
と

主
表
現
さ
れ
る
。
宇
宙
大
生
命
も
亦
然
り
。
そ
の
境
化
と
に
大
生
命
の
、

い

つ
ま
で
史
ル
寺
、
ゆ
〈制
仰
山で
あ
り
、

そ
の
謝
和
と
は
大
生
命
の、

よ
ぎ
に

f
\

と
生
き
ゆ
え

泌
闘
な
り
」

陶
「ウ
l

ム
」

観
「裂
を
、

と
っ
て
言
へ
ば
、
阿
瀕
陀
如
来
の
総
大
無
塗
の
御
慾
と
は
、

a
-
つ

い
つ
ま
で
も、
よ

き
に
f
\

と
生
き
つ
v

け
、
父

一
切
を
、
よ
き
に
/
\
と

生
か
し

制
け
る
宇宙
大
生
命
の
法
の
御
・
川
河
止
符指す
」

刈
「
ハ
イ1
\

」

開
「
淡
宇
で
示
せ
ば

、

作
一
き
組
け
と
は
級
紙
・
吋
の... 令
、
よ
き
に
1
\

と

は
博
m
H枇光
の

.. 中
な
り
。

お
抑
制
庁
入
に
、

光
明
無
訟
の
般
に
、
阿
鋤
陀
と

云
・1

3
命
俊
一
世
の故
に

、

阿
鰯
陀
と
一
去
う
と
設
か
れ
て
府
る
で
は
な
い

か
」

同
「
ハ
イ1
\

」

A
m
行
、
設
徽

体
な
る
哉
、
体
な
る
哉
、
宝
島
大
生
命

そ
れ
は

、

ご
切
の
淑
闘
で
ゆ
め
り、

一
切
の
結
仰
山
で
あ
る
。阿
輔
副
陀
如
来
と

鍛

す
。

.

煽
陀
の
大
智
、
・λ
お
怠
H
U、
μ
〈則
、
縦
性
と
て

、

品n
h句
諮
る、

鰯
陀
の
大
相
官
、
大
曲
初
恋
は
、

光
明
、
本
願
と
て

、

へ
を
契
す

刈
「世
を
怨
る、
へ
を
契
す
」

限
「
そ
う
じ
ゃ、
こ
の
ん
生
命
の
崩
れ
を、

お
縄
文
に
、

背
き
に
仕立
是

、

赤

会
に

、

赤
も
『
元、
自
き
に
向
島
d

と
設
か
れ

、

花
は
紅
に
抑
は
絵
、
屯
光
冷
放

っ
と
緩
く

、

こ
の
ワ

シ
は
諸
滋
賀
相
、
除
減
邦
法
と
設
く、
内
械
の
飛
び、
犬

の
北A9
、

へ
の
帥
〈
、

こ
れ
が
如
来
世
相
で
あ
り
、
如
来
栄
で
あ
る
。
生
き

ゆ
く

、

φめ
る
が
唆k
の
義

、

ω
ち
如
先
抑
制な
り

」

.

陶

「ウ
l

ム
」

ゐ
婦
人
、

規
制
併に
務
し
む
。

酬削
「
ウ1
ム
か

、

そ
の
倒
慈
し
た
顔、

そ
の
苦
し
い
返
事
、

お
前
述
之
定
市
内
務

た
ノ
1
0

円

グ
は

、

民
飾

、

民
よ
ι市e
叫
似
合
、

ム
σ

』
国
…
仲
間

の
-K
議
悲
は
比1
J
d

-
』
の
た
品m
m
b
p

・

M
M旬
、

必
般
の
一
念
起
ら
は
、
こ
れ
ψ
脅
威
の
怖
と
・
不7
1



!
こ
の
人
法
一
般
の
境
地
を悟
り
、

身
を
以
て
m
wせ
ん
と

、

一
一年
、
一
一.
知
?
と

対
日
を
霊
ね

、

修
行
す
る
本
門
家
が
多
い
ぞ
併
賞

、

総
打
川
総
郎じ
ゃ
J
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嗣
附「不
可
必
噌棋
の
m
停
を

、

耐
「
エl
」

観
「
剖由
同僚
の
砲
や

-H
凡
よ、

i
l
こ
れ
は
・
ア
小
剛
丈
別
法
界
そ
L
Mは
す
。
ル
の
k

に
立
ち
給
う
仰
は、

わ
れ
は
令
市
光
朗
身
な
り
、

本
願
成
就
身
な
り
の
御
心

役
袋
は
す
」

中

「
へ
1
Z
1
、

あ
の
l
l
古
ぼ
け
た
木像
機
で
御
陪
い
ま
す
か
」

a
m
記H、
野
し
問
中
低
い
て

闘
附「
子供
ゃ
い
育
つ
、

散
の
殺
の
慈
袋
の
顔
l
l
b
れと
同
じ
く

l

l
生
け
と
し

生
け
る
一
切
を

、

わ
が
子
と
丸
給
う
阿
錫
陀
仰
||
こ
の
・
縦
訓
川
、

こ
の
午
限

忽
鯵
の
御
張
こ
"
で
、
河
務
陀
抽
仰
の

衆
宅
，~
、
怒
川
ぷ
州
4

，
御北
対
怒れ
御
務

ぞ
」

一隅
「
ハ
イ
」

こ
の
日
で
拝
む
綴
に
、

会
保
怠
れ
し
も
の
ぞ
」

間
「
そ
こ
で

、

約
民
あ
る
人
に
は
有
線〈
、
約
門
脇
開
会
入
は
、

た
r

の
木
像
と

え
る
。
ワ
シ
の
勧
め
は
i
|

放
連
念
〈

、

阿
踊
陀
如
来
に
阪
A
Wせ
よ
と
/

1

。

な
ぜ
っ
て
|
|
お
前
速
の
住
む
同
士ψ
-限
よ
1
1

山
高
〈

、

地
僚
の
併
ぜ
た

四
?
の
悶
師、
大
自
然
の
恕
み
に
漏
れ
た
閥
l
l
働
け
どl
\

、

わ
が
務
はー

と
依
っ
た
誇
へ
も
必
る
。
そ
の
貧
し
い
同
土
に
、

現
世
に
生
を
受
け
た
汝
迷

|
|
汝
遂
の
生
き
る
道
は
、
た
r

一
つ、
そ
の
惑
は
い
つ
ま
で
も、

よ
く
生

き
た
い
|
|
の
道
心
な
り。

こ
の
道
心

、

こ
れ
を
悟
る
と
こ
ろ
に

、

勝品
ん
?
と

設
定
に
偽
〈
効
努、

創
廷
の
忍
び
が
あ
る
。
そ
の
蒋
び||

そ
れ
が
、

そ
の

ま
え
阿
嬬
陀
如
来

の
、
不
可
思
議
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
婆
な
り
。
枇
聞

に
は
、

山
に
筒
れ

、

制
限
に
打
たれk
、

銀
断
ち

、

断
食
し
て

、

仰
の
智
H
去
を

開
け
と
齢制め
る
教
が
あ
・1

柏
町
…
し
、

汝
法
i
|

よ
く
向
上
|
|
枚
必
は
l
ー

そ
の
怨
の
時
間
。
そ
の
資
力
に
も
恵
ま
れ4cる
、
ぬ
同
に
ル
は
む
大
衆
な
り
」

乙
「
ハイ
1
\

、
毎
日

l
\

凪聞き
続
け

、

こ
の
円
作ι管
内寸H
Oに
、

手
.
杯
で
す」

問
「
ソ
ウ
l、

そ
の
働
く
大
衆
の
岱
に
こ
そ、

阿
甥
陀
如
朱
の
、

お
悠
訟
が
あ

る
な
り
。
何
等

、

こ

の
お
に、
努
す
る
本
な
く
、

拝
む
だ
け
で、
よ
く
ル
お
か

し
給
う
阿
錆
陀
如
来
の
御
心
今
・
世
る
。
仰

、

l

k
訟
の
4
kれ
る
も
の
|
|
他

-
Hω
極
ま
り
モ
覚
る
べ
し
」

刈
コ
イ
1
1

」

間
「同
じ

迫
感
で、
丙
方
に
M押
肺
訴
あ
り
と
の
御
鵠
し
も
仰
ろ
の
じ
ゃ、
本
市
米
側
川

市
川
内
の
大
法
界ι、
十
方
仰
土
や
議
ι
5•• 

陶
も

、

そ
の
山
中
、
殊に
、

四
方
と

お
定
め
ド
さ
・
っ
、
ょ、

汝
芝
心
'
可
決
定
心
々
輿
へ
給
う
仰
の
祐
治
怒
九
州
4
。

さ
れ
ば
、
念
俗
、
A
n咲
き
る
、
と
ニ
ら
は
、
何
時
でJ1
何
路
で
J
U
、

け
庶

民
蕊
商
は

、

丙
方
浄
土
で
あり
な
り
」

1

」

悶
「
理
行
機
i
l

ア
ノ

1

解
り
易
〈
御
願
い
申
し
上
げ
官
ナ
」

融制
「
ソ
ウ
f
t
、
、

こ
の
総
体
ぶ
続
制
併

の
放
に
、

民
抽
内
民
土
の
不
可
制b
m威
光
如
朱

と
間情さ
る
。
こ
%
で
、

こ

の
、

ま
こ
と
の
仰
の
不
可
必
搬
を、
こ

の
U

で
拝

む
最
も
易
い
法
が
あ
る
」

雨
「ど
う
ぞ
、
数
へ
て
下
さ
い
ま
せ
」

全
同
誌H
、

須
宙
開値
上
の
・
不断聞
を
お
差
し
乍
ら

限
「本
堂

、

街
也町
品開上
に
、

立
ち
給
う
阿
甥
陀
如
朱1
1

」

繭
「
エ
1

」
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ど
う
じ
ゃ
1
\

と
聞
か
れ
る。
解
ら
な
く

な
っ
た
。

削
っ
た
l

、

」

。
刈
人、
間
h
f
-
抱
へ
、

附
っ
た
/
\
の
身
張

、

や
が
て

、

立
ち
上
り

、

欲
、

苦
き
く
、
斡
財
波
子
は
遣
さL
に
、

野
を
怨
へ
、
山
越
へ
、

究
十
一ニ、

善
智
識
を

、

た
づ
ね
て
ぞ

、

開
店H
菩
践
に

、

合
っ
た
と
そ

A
M磯
子
、
歩
行
調
に
て
、
甲
乙
、
五
種
、・E
翁
よ
り
・巡
致
、

次
で
、
問
官、

一
服
溢
堂、

十

一
月

設
告

心
附
「
ハ
イJ\

」

限
「
仰郎
一
刀
、
=一也
す
、
そ
の
木
崎
町、

抽
抑
府
市
在
何
柿
し
給
う
と
段
か
る
。
設
遥

は
、
閣
の
賓
と
給
ば
る
L

仰
を
拝
む
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て

、

そ
の
成
般
に

心
打
た
る
k

で
あ
ろ
う
」

雨
「
ハ
イ
」

間
「
そ
の
後
に
、
木
像
機
、
叉
H
H鎗
蜘
開
陣
慨を
泊
し
て
、
阿
却
陀
如
府米
を
努
む
|

l
M去
に
深く
設
け
ば
、
こ

の
表
象
こ
そ
、
ま
こ

と
の
阿
煽
陀
如
来
ー
ー
そ
の

御
方
と
ノ
1

」

指
附
「
南
銭
…
阿
掬
陀
仰

l
\

有
縫
う
御
陵
い
ま
す
/
\
」

翻
「こ
の
能
者
叙
、
ど
こ
が
有
難
い、

ワ
ジ
は
、
仰
と
、

そ
の
荻
れ
そ
縫
い
て

い
る
の
じ
ゃ
、
心
不
だ
放
を
授
か
ず

、

放
と
仰
の
椅
ひ
を
設
かず
、
従
っ
て
符

総
く
な
る
認
が
無
い
」

同
「
ェ
l

」

限
「
そ
れ
で、

こ
の
ワ
グ
に
、
仰
を
問
う、

お
前
遥
は

、

お
前
川
中M山
苛の
本
心

が
解
っ
て
い
る
か
ゾ
1

」

A品
川
納入、
断
酬を
比
合
せ
、
不
務
相側
、

甲

「
ア
ノ
1

、
弘
の
本
心
」

間
「
そ
号
じ
ゃ、
阿
鋪
陀
如
来
に
、
過
す
る
本
心
じ
ゃ
ヨ
」

乙
「
ア
ノ
1

、
自
分
の
l
\

」

回
「
そ
ろ
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叱
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し
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叙
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械
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叱
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蛸
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仰
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今
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仰
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円
叩
が
ぬ
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か
に間引
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て
〈
る
。
川
崎
尚
方

々
の
ゆ
院
で
以
十
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A
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嬰
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岱
ん
に
行
わ
れ
て
い
肱
る
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し
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あ
る
・
円
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室
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ゆ
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輩
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が
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も
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W
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れ
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仰
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狩
い
a

。
鈴
1
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去
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仮
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ク
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指
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